
第30表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (3)

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼成 備 考

報ヽ名 本報告 調査時 (長さ) (幅 ) (厚さ)

礎大ぞ
重さ

`お

1区 11区 SXllllll SX1001 瓦質
羽釜 酌

Ｗ
全体にヘラケカ

'/縦

方向のナデ、
脚摂占付部ユビオサエ

石片、
砂粒を
多く含む

舛 N4/灰
内:N4/灰 良好 煤付着

1区 1‐1区 SX1001 SX1001 須恵器
杯蓋

(152) 1/12
デ

デ

ナ

ナ

転

転

回

回

舛

内‥
石 片

外6YO/1灰
内6Ч7/1灰 自 良好

1区 1■ 区 SX1001 SX1001 須恵器
杯蓋

(178) 1/10
外回転ナデ
内:回転ナデ 長雲

91N6/灰
内:N6/灰 良好

1区 1‐1区 SX1001 SX1001 須恵器
高台付杯

(1101 1/10
デ

デ

ナ

ナ

転

転

回

回

舛

内…
長筆

外 Nν灰

内 N15/灰 良好

1区 11区 SX1001 SX1001 須恵器
椀

外:回転ナデ
内:回転ナデ

石長婁
外N8/灰
内N8/灰 農好

220 1区 と-1区 SX1001 SX1001
須恵器
平瓶P

/1・ 顕部回転ナデ
内:顕部ユビオサエ/回 転ナデ 長 雲

舛Nン灰
内もPBν l青灰 良好 自然釉

1区 1‐ 1区 SX1001 SX1001
磁器
青磁碗

舛ロクロナス 鋪蓮弁、施釉
内:ロクロナス 施釉

鰯
翻
釣

胎醍 ′屎 白

釉■OY曾 5/3s

グ1/4みの黄緑
良好

龍泉窯系、
績日森日編年Ⅲ類

1区 1■ 区 SX1001 SX1001 餘翻
外:体部下ロクロナス 銅蓮弁、

高台以外施釉
内:ロクロナス 施釉

胎?う Y6/1黄 灰
釉おY75/5s
グ1/1みのオリーブ

農好
龍泉窯系、
横田森田編年Ⅲ類P

1区 1‐1区 SX1001 SX1001 瞬翻
小片

外ロクロナデ、施釉
内コクロナデ、細い片彫り文様、施釉

胎6Y″1灰白
釉:dr55/5s

くらい責

良好
龍泉窯系、
横田森田編年I-5

224 l区 11区 SX1001 SX1001
磁器
青磁碗

小片
外:ロクロナス 施釉
内コクロナ六 花文様、施釉

翻
熱
舗

胎25Y7/1灰自
釉BY5 ν5s

くらい黄

良好
龍泉窯系、
横田森口編年の

青磁碗12か14

1区 1-1区 SX1001 SX1001
磁器
白磁碗

外体部下ロクロナデ、肖Jり 出し高台、
高台内露胎
内:ロクロナデ、施釉

鞠
翻
舘

胎うY6/1灰
釉コW95白 良好 底部打ち欠き

226 1区 11区 SX1001 SX1001 須恵器
皿

1/4

外本部下回転ナス底部回転系きり/
ユビオサエ、ナデ
内:体部下回転ナス底部回転ナデ/

ナデ

外25Y8/1灰 白
内25Y8/1灰 白

良好

1区 1‐ 1区 SX1001 SX1001 土師質土器
すり鉢

1/12
舛 回転ナデ
内:回転ナデ

石片赤

外 10YR″3

にぶい黄橙
内■07R7/3
にぶい黄橙

良好
すり日は見えない力ヽ
すり鉢であろうと
思われる

1区 1■ 区 SX1001 SX1001 須恵器
こね鉢

(31お |

1/24
外:回転ナデ
内:回転ナデ

石長
外N5/0灰
内N5/O灰 良好

東播系、森口稔編年
第Ⅲ期第1段階、
重ね焼き戻、自然釉

229 1区 1‐ 1区 SX1001 SX1001 須恵質
こね鉢

(3161 1/16
舛回転ナデ
内:回転ナデ

石 長
舛N5/O灰

内:N5/O灰 良好
東播系、森日稔編年
第Ⅱ期第1段階、
重ね焼き痕、自然釉

1区 1-1区 SX1001 3X1001
土製品
土錘

954
ぼ

形

ほ

一
死

外ユビオサエ、上部に縄ずれ痕 石片 外ワ5Y8//3淡黄 最良

1区 1‐ 1区 SX1001 SX1001
土製品
土錘

外サデ 石長赤
外 75YR7/4
にぶい橙 良好

1区 1-1区 SX1001 SX1001
土製品
土錘

11 ll 4/5 外 ユビナス 上端 下端 1こ縄ずれ痕 石片赤
外ヱ5YR7/4
にぶい橙

良好

236 l区 11区 SX1002 SK1008 土師質土器
杯

1/10
外:回転ナデ
内1回転ナデ

石雲片、
微砂粒を
含む

外 10YR7/4
にぶい橙
内■OYR″ 4

にぶい橙

良好 火標

1区 1-1区 SX1002 SK1008 土師質土器
土鍋 醐

枡
栄馬 部～回縁部ユじオサエ/

タテのハケロ
内TI部～日縁部細かいヨコのハケロ

石長雲、

微砂粒を

含む

外:75YRν 4

にぶい橙
内:Z5YR7/4

にぶい橙

良好
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第31表 出上遺物観察表 土器。陶磁器。上製品 (9)

載

号

掲

番

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

本報告 調査時
(長さ) (幅 ) (厚さ) (質)

1区 1-1区 SX1002 SK1008
瓦器

小皿
(弔 ) 1/4

外:体部～底部ユピオサエ/ナス
ロ縁部ヨヨナデ
内:体部～底部ナデ/

暗文(磨滅のため不明簾)、

日縁部ヨヨナデ

石長雲、
微砂粒を
多く合む

外 NT8/灰白
内N8/灰 芭 貞好 和泉型

1区 1■ 区 SX1002 SK1008 器
皿

瓦
小

ぼ

形

ほ

と
万

外体部～底部ユピオサエ、
日縁部ヨヨナデ
内!体部～底部ユビオサう ナ́ガ/暗文

石 雲
外N3/1暗 灰
内5Y4/1灰 最良 和泉型

1区 1‐1区 SXllll12 SK1008 器

皿

瓦
小

弔 完形

外体部ユピオサエ/ナデ、
日縁部ヨコナデ、底部ユピオサエ/ナデ
内:口 縁部ヨヨナス 体部～底部ナデ/

暗文 (幅 31u)

徹砂粒を
含む

7rN4/灰
内75Y71灰 最良 和泉型

l区 1-1区 SX1002 SK1008 瑞
椀

螂
И

外:体部下～底部ユビオサエ/ナデ、
高台貼付/ナア
肉サデ(磨滅のため調整不明康)

長、
微砂粒を
含む

外N4/0灰
内 N6/啄 不良

242 l区 1‐1区 SX1002 SK1008 瑞
携

底部の
1れ

外体部下～底部ユビオサウ
ナス 高台貼付 ナ́デ
内:ナ デ/暗文

粒長、翻
舗

外 N4//OFx

内:N3//0灰 良好 和泉型

1区 1‐1区 SX1002 SK1008 瓦器
椀

外:体部ユビオサエ、日縁部ナデ
内:ナデ/ヘラミガヤ

石長、
微砂粒を
多く含む

外 5Yνl灰白
内678/1灰白

良好 和泉型

244 1区 1-1区 SX1002 SK1008 瓦器
椀

離
И

外:体部下～底部ユピオサエ/ナス
高台jlh付 /ナデ
内:ナデ/暗文

石 、

微砂粒を
少登含む

外NV灰
内N4版 良好

郷 1区 1‐ 1区 SX1002 SK1008 瓦器
椀

クトЧ本部ユピオサエ/ナ アヽ 高台財付/

ナス 底部ユビオサエ/ナ デ
内サデ/ヘラミガキ

ヽ
を

む

雲

粒

含

蔽

婢

娘

外■OYR7/1
灰白
内■OYR7/3
にぶい黄橙

良好

1区 11区 SXllll12 SK1008 瓦質
霊

(V)
外ヨヨナデ/ナデ
内:ユビナデ

石片、
微砂粒を
含む

舛N5/1灰
内:25Y7/1灰 白 良好

247 1区 1-1区 SX1002 SK1008
須恵器
山茶碗

外:体部回転ナデ、高台姑付/ナス
底部ナデ
内:回転ナガ

舛N7/0灰 自
内:N7/0灰 自

良好
硯に転用か?

(低部内面及び外面
体部と高台内に基跡)

248 1区 1-1区 SX1002 SKllX18 陶器

皿
外コクロナデ、体部下露胎
内コクロナス 施釉

石、8_fuな
黒粒を
少量含む

胎75Y6/1灰
釉 :灰釉

良好 肥前系 (唐津)

1区 1‐ 1区 SX1002 SK1008 陶器
外体部回転ケズリ、日縁部ロクロナス
高台貼付イナ六 高台露胎
内:ロクロナス 鰯

石片赤

胎±75YR6/4
にぶい橙
釉薬:W(95)白

良好 肥前系 (古唐津)

1区 1-1区 SX1003 SX1002 土師質土器
小皿

(6)

外体部～口縁部回転ナデ、
/1部ナ冽こより切り離しの痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石長雲赤、
餃砂粒を
多く含む

外 25W7/1灰自
内:25W7/1灰 自 良好 内面外面煤付着?

1区 1-1区 SX1003 SX1002 土師質土器
皿

外:体部～日縁部回転ナス
底部回転糸切りP/Jデ イこより
切り離しの痕跡を消す力板目疾
内:体部～日縁部回転ナ八
底部回転ナデ/ナ デ

石片赤

71・ 10YR3/3
浅黄糧
内■OYR3/8
浅黄橙

良好

1区 1‐ 1区 SX1003 SX1002 土師質土器
皿

(10,7) 7/8

外:体部～日縁部回転ナス
底部回転系切りか?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す
内傘部～口縁部回転ナス
底部回転ナデ/ナデ

石長雲赤 外25Yν l灰自

内95Y8/1灰 白 良好

1区 11区 SX1003 SX1002 土師質土器
皿

位陀)

外体部～口縁部回転ナス
底部回転ヘラギリ/ナデ
内〔体部～口縁部回転ナス
底部回転ナデ/ナデ

石長赤、
級砂粒を
少量含む

外:10YR8//1

灰白
内■OYR8/1
灰白

良好

1区 1‐1区 SD1010 SD1010
土師質土器

皿

外体部回転ナス 底部回転ヘラやり?

ナデイこより切り離しの痕跡を消す/

板目痕
内:体部回転ナデ/ナス
ロ縁 部 回転 ナデ

石長雲、
微砂粒を
多く含む

舛 10YR8/2
灰白
内■OYR7/2
にぶい黄橙

良好
内面体部の一部媒付着、
内面外面黒斑、
京器系の模倣

1区 11区 SX1003 SX1002 土師質土器
皿

外!体部～日縁部回転ナデ
内:体部～日縁部回転サデ

石片、
微砂粒を

多く含む

71・ 5Y5/1灰
内■OYR″ 2

灰黄
良好

l区 1■ 区 SX1003 SX1002
土師質土器

皿

外:底部周縁回転ナス
底部回転ヘラギリ?/丁寧なナ列こより
切り離しの痕跡を消す力板目痕
内:底部周縁回転ナス 底部ナデ

石片赤、
徹砂粒を
少霊含む

外:10YR7/4

にパい黄橙
内■OYR7/4
にぶい黄橙

良好

l区 1‐ 1区 SX1003 SX100Z
土師質土器

羽釜
300

外ヨ本部～口縁部ユビオサエ/

ナス 底部格子タタ■
内Ч本部ユビオサエ/ナテ(口縁郡ナス
底部ユどオサエ/ナデ

石長赤、

砂粒を

多く含む

9r75YR2/1黒
内7 5YR6/3
にぶい褐

良好
外面口縁から体部に
媒 ヨゲ付着
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第32表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (10)

掲載
番号

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残 存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色 調 焼成 備 考

卜報せ 本報告 調査時 (長さ) (れ冨) (厚さ)

融大4
(宜)

259 1区 11区 SX1003 SX1002 陶器
すり鉢

1/12
外 :ロクロナデ/ナ デ

内:ロクロナデ/すり目

石長雲、
砂粒を
多く含」

外もPB5/1青 灰

内:5PB5/1青 灰 良好 備前焼

260 1区 1■ 区 SO(1003 SX1002
磁器

加工円盤 瞼
別

舛 高台回転ケズリ、

畳付～高台内露胎、体部線描

内i見込みロクロナデ、スタンプ、施釉

胎ワ5Y8/1灰 白

釉BY75/5s
にぶい黄

良好 青磁の模倣 (瀬戸焼)

l区 11区 SX1004 SX1003 琳
椀

外:高台貼付/ナ デ、底部ナデ
内!底部ユビオサエ/ナデ

石片、
微砂粒を
多く含む

外75Y7/1灰 白
内75Y″ 1灰白

良好 和泉型

262 1区 1‐1区 SX1004 SX1003
土師質土器
土鍋

1/12 磨滅のため調整不明瞭
石雲赤、

砂粒を

多く含む

外:lllYR8カ

灰白

内■OYR8池
灰自

不 良 硬質に焼成

1区 11区 SX1004 SX1003 際
奏

(300) 1/16
舛体部下ケズリ、底部ナデ
内:体部下ナ八 板ナデ、底部ユビナデ 石長雲赤

外:N5/灰

内:N5/灰 史好 備前焼

1区 12区 S_X1006 SX1004
土師質土器
小皿

外:体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ
内:体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ナデ/ユピオサエ、ナデ

石片赤
外:10YRν 3

浅黄橙

内75YR″ 6橙

良好

1区 1‐2区 SX1006 土師質土器
小皿

外 :体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリツナデにより

切り離しの痕跡を消す/板日痕
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナ デ

石雲片赤

夕世10YR7/4
にぶい黄橙
内■llYR7/4
にぶい黄橙

良好

1区 1‐2区 SX1006 IX1004CD
土師質土器
小皿

ぽ

形

ド
い
を
死

外:体部～口縁部回転ナス

底部回転糸切り?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す
内:体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナ デ

石片赤

外■OYR8/3
浅黄橙
内■OYR8/2
灰白

最良
器形全体に歪み、

底部内面中央部は

凸面を呈す

1区 12区 SX1006 ,X1004C透
土師質土器
小皿

9/10

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り雄しの痕跡を消す/板目痕
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

長雲片赤

外:iOYRν 2

灰白
内:10YRν 2

灰白

良好

底部外面の月縁に
回転でナデた時の

胎上塊あり、日縁の一部に
黒斑あり(灯明皿に転用か?

1区 1‐2区 S必【1006 ,X10114CD
土師質土器

皿
完形

舛体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリツナデにより
切り維しの痕跡を消す
内:体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石長片赤
外 25Y7/2灰黄

内25Y7/2灰 黄
最良

器形全体に歪み、

底部内面中央部は

凸面を呈す

1区 と‐2区 SX1006 ,X1004CD
土師質土器

皿
(1081

外:体部～コ縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/板目痕
内:体部～口縁部回転ナデ

石雲赤 外25Y″荻 黄
内?5Y″ユ灰白

良好

1区 1‐2区 SX1006 X1004CE
土師質土器

皿

外:体部～口縁部回転チ六
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/板目戻
内:体部～日縁部回転ナデ

長雲赤

外7 5YR8/3

浅黄橙
内:75YR8/3

浅黄橙

良好

1区 12区 SX1006 3X1004
土師質土器

皿
1/10

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラ刊 かP/ナデにより
切り離しの痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナ六 ユビオサエ

石 赤

外75YRν 3

浅黄橙
内:75YRν 3

浅黄橙

良好

1区 12区 S必【1006 3X1004 土師質土器
皿

61 完形

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリか?/丁寧な
ナデにより切り離しの痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナ六

底部回転ナデ

石長雲片易

外■σrR8/2

灰白
内■ばrR7/3
にぶい貨橙

最良
全体に丁寧な作り、
底部外面に媒付着

1区 12区 SX1006 SX1004 土師質土器
皿

1麗

外1体部～口縁部回転ナス
底部ナデにより切り離しの痕跡消す
内:体部～口縁部回転ナ八
底部回転ナデ/ナ デ

石片赤
外6YR7/6橙
内5YR6/6橙 良好

l区 12区 SX1006 SX1004
土師質土器

皿
日径の
1/7

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部ナデにより切り難しの痕跡を消す/

板目痕
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石雲片赤

外25Y7ρ灰黄
内:10YR″ 2

にぶい黄橙
良好 京都系の模倣

1区 1‐2区 SX1006 SX1004
土師質土器

皿

外 体吉F～ 回縁部回転ナ六

底部回転ヘラギリ/ナデにより

切り離しの痕跡を消す/板日痕

内:体部～口縁部回転ナテヽ

底部回転ナデ/ナデ

石片赤

外 10YR8れ
灰自

内■llYR8/1

灰自

良好
京都系の模撤

278 1区 1ワ 区 SX1006 SX1004 瑞
椀

外 :体部ユビオサエ/ナ デ

高台貼付/ナデ

内:ナデ/暗文

石長雲
外:N4/灰

内:N4/灰 良好 和泉型

1区 1‐2区 SX1006 IXl∩ ∩4R5 土師質土器
羽釜

1/10
外:体部ユビオサエ/ナ デ、
口縁部ヨヨナデ
内:体部ナ八 日縁部ヨコナデ

石長雲赤
外石Y影れ

にぷい橙

内,5YR6お 澄

良好
体部口縁部以下に
媒付着

l区 12区 SX1006 SX1004
土師質土器
羽金

(306)
日縁の
1/10

外体部ユビオサエ/ナ六
口縁部回転ナデ、ナデ
内:体都ユビオサエ/ナス
ロ縁部回転ナデ

石長赤

外ぶ15洵黒

内■OYR‐ /3

にぶい貢橙

良好
外面媒付着
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第33表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (11)

載

号

掲

番

調 査 区 遺 構 番 号
器  種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

本報告 調査時
(長さ)

酢
ｍ

絲
降

最大名
重さ

1区 1‐2区 SX1006 Ⅸ10114C区
土師器

養
(310: 小片

外 体部～口縁部ヨヨナデ

内:体部ユビオサエ/ヨヨナス

ロ縁部ヨヨナデ

石長雲片
外 5YRν 6橙

内:5YR6/皓 良好 備前焼

1区 12区 SX1006 ,X10114D区 朧
奏

(450 小片
外体部～頚部ユピオサエ/j八
日縁部ロクロナデ
内:体部～頚部ユピオサエ/j六
口縁部ロクロナ六 ユピオサエ/ナデ

石長片赤

外 5Y5/1灰
内:75YR5/2

灰褐
良好 青磁の模倣 (瀬戸焼)

1区 1‐2区 SX1006 X1004C区 略
奏

(110:

外体部ロクロナデ/ハケ(3粂 /cm)、

日縁部ロクロナデ
内:体部ロクロナデ/ナ デ、
日縁部ロクロチデ

石

外 5YR6/2灰褐
内6YR5/3
にぶい赤褐

良好 和泉型

1区 1瑳 区 SX1006 X1004B区
陶器
すり鉢

1/8
舛体部ロクロナデ/ユビオサエ、
日縁部ロクロナデ
内:体部タテヨコ方向のすり日、
日縁部ロクロナデ

石赤、
微砂粒を
多く含む

外 10YR3/1
黒褐
内75YRク 2

灰褐

良好 硬質に焼成

1区 1‐2区 SX1006 SX1004 土製品
土錘

ば

形

に
は

と
死

外 全体に丁寧なナ差 施す 長雲
外 25YR″4

淡赤橙 最良 備前焼

1区 12区 SX1006 SX1004
土製品
土錘

完形 外全体に丁寧なナ姥 施す
ヽ
粒
含

赫
翻
漿

外25YR6/73
にぶい橙 最良

1区 1‐2区 SX1006 ,X10飩 A区
土製品
鋳型

デ

デ

ナ

ナ

舛

内‥
石片赤

j125Y3/1黒褐
内ワうY6/1黄 灰

良好
鋤か鍬を作った

鋳型でないか?

288 l区 1‐2区 SX1006 Ⅸ1004D区 瓦
瓶

凸:布目痕/ナデ
凹:布 目痕、つり組媒

石片
外 NυO灰

内 N5/阪 良好

l区 11区 SP1006 SP1006 嚇
擁

(146:

外体部ユビオサエ/ナ ス
日縁部ヨヨナデ
内:体部ナデ/ヘラミガキ、
日縁部ヨヨナデ

石 赤

外:1∝R7/4
にぶい責橙
内■01rR8/2
灰白

やや
良好

和泉型、尾上編年Ш期、
炭素来吸着

1区 1‐2区 SP1039 SP1034
土師質土器
焙熔

(240) 1/10
外体部上回縁部回転ナア、
体部下ユビオサエ/ナス 底部ナデ
内:回転ナデ

石雲片赤

外7 5YR6//6橙

内7 5YR6か
にぶい橙

良好
内面底部に
コゲ付着、型作り

1区 11区 SP1098 SP1094 瑞
椀

(160:

外体部上ユビオサエ/ヨコナス
体部下ユビオサエ、口縁部ヨヨナデ
内:休部ユビオサ‐/jデ /ヘラミガキ、
口縁部ヨヨナデ

石 片 外 N5湘灰

内 N4/0灰 良好 和泉型、尾上編年H期

303 1区 1‐1区 SPl106 SPl102
土師質土器

皿

ば

形

ほ

を
死

外体部～口縁部回転ナス
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの痕跡を消すノ坂目涙
内:体部～口縁部回転ナス
底部回転ナデ/ナデ

石婁片赤

外■OYR8/2
灰白
内■OYR8/2
灰白

最良 全体に歪みあり

1区 11区 SPl146 SPl142 瑞
椀

(15ol

外:体部ユビオサ‐/ナス
ロ縁部ヨヨナデ
内:体部ナデ/ヘラミガキ、
口縁部ヨヨナデ

石 片

外N4/OX
内75Y6/1灰

良好
和泉型、
外面輸済み痕

1区 1‐ 1区 SPl155 SPl151 土師質土器
小皿

＼熊 部～日縁部回転ナス
底部回転糸切り/ナデ/板日痕
内本部～口縁部回転ナ六
底部ヨヨナメ/ナデ

石 雲

外■OYR7カ
にぶい黄橙

内7 5YR7/3
にボい橙

良好

1区 11区 SPl156 SPl152 土師質土器
小皿

外な部～口縁部回転ナス
底部回転糸切り/ナデ
内本部～口縁部回転ナス 底部ナデ

石長雲赤、
微砂粒を
少量含む

外 7雷R7/4
にぶい橙
内7 5YR7/4
にぶい橙

良好

1区 1-1区 SPl156 SPl152 瑞
椀

(15,21

外:体部ユピオサエ/ナデ、
口縁部ヨヨナデ
内本部ナデ/ヘラミガキ、
日縁部ヨヨナデ

石片赤
外25Y″ 1灰白
内,5Y7/1灰 白

良好 和泉型、尾上編年Ⅲ期

1区 1-1区 SPl171 SPl167
瓦器
椀

(1351
日径の
1/5

外:体部ユビオサエ/ナデ、
日縁部ヨコナデ
内林部ナテ/ヘラミガキ、
回縁部ヨヨナデ

え

=、徴砂粒を

多く含む

外75Y5/1灰
内:N5/灰 良好 和泉型

1区 12区 SP1201 SP1203
土師質土器
小皿

外:体部～口縁部回転ナガ
底部回転ヘラやり?

内:回転ナデ
石長赤

外 10YR3/3
浅黄橙
内■OWR8/3
浅責橙

良好

1区 1つ 区 SP1236 SP1238 土師質土器
杯

(11■ | 1/8

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部丁寧なナデにより
切り離しの痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石雲片赤、
微砂粒を
少量含む

外 10YR7/2
にぶい黄橙
内■OYR3/2
灰白

良好

1区 1‐2区 SP1249 SP1251
磁器
白磁碗

1/12
舛ロクロナス
高台～高台内回転ケズリ、露胎
内:ロクロナ八 施釉

徹細な
黒粒を
少量含む

胎:Nν灰自
絹:10YC85/3s

うすい黄緑
良好
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第34表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (12)

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器  種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼成 備 考

本報告 調査時 唯
嘲 (,高 )

局
れ

喬
厚

最大伯 撃
い

1区 12区 SP1278 SP1280 土師質土器
小皿

外 1体部～日縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリ

内:体部～日縁部回転ナデ、

底菩[回転ナデ/ナ デ

石片赤

外75YR7/4
にぶい橙

内75YR7/4
にぶい橙

良好

1区 1‐2区 SP1293 SP1296 土師質土器
小皿

9/10

外!体部～口縁部回転ナデ、
底部回転糸切り/一部板ナデ
内:体部～口縁部ナ八
底部ユビオサエ/ナ デ

石雲片赤

外■OYR7/4
にぶい黄橙
内■OYR7麗
にぶい黄橙

良好

1区 12区 SP1306 SP1309 磁器
小杯

1/12
外 1体部～日縁部ロクロナデ、

削り出し高台、施釉

内:ロ クロナデ、施釉

微糾な

黒粒を

多く含む

胎■OYνl灰自

釉:10YG85/0

あかるいグレイ

良好 肥前系 (伊万里)

1区 1‐2区 SP1317 SP1320
土師質土器
小皿

外:体部ユビオサエ/ナデ、
日縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ/ナデ
内体部～底部ナデ、口縁部ヨヨナデ

石長雲赤

外7 5YR8/3
浅黄橙
内7 5YR8/3

浅黄橙

良好

1区 12区 SP1339 SP1342 土師質土器
杯

外:体部～日縁部回転ナデ、
底部丁寧なナデにより
切り離しの痕跡を消す
内回転ナデ

石雲赤

外 5YR7/4
にぶい橙
内うYR″4

にぶい橙

良好 器壁わ涅 くH丁噂なつくり

1区 工2区 SP1352 SP1354
土師質土器

椀
(119)

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転系切り

'/ナ

デにより
切り離しの痕跡を消す
内体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナ デ

石長赤

外:10YR8/2

灰白
内■OYR8/2
灰白

良好 硬質に焼成

1区 12区 SP1357 SP1359
土師質土器

羽金

外 :体部ユビオサエ/ョ コナデ、

口縁都～鍔部ヨコナデ

内:体部ユビオサエ/ヨ ョナデ、

日縁部ヨヨナデ

石片赤

外7 5YR8/3
浅黄橙
内75YR7μ
にぶい橙

良好
外面鍔以下に媒付着、
内面体部中位以下に
コゲ付着

1区 1‐2区 SP1358 SP1360
土師質土器

皿
(126)

日径の
1/5

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部ナテ?
内1回転ナデ

石長雲赤

外75YR7/3
にぶい橙
内7 5YR7/3
にぶい澄

良好

1区 }2区 SP1361 SP1363
土師質土器

皿
(158)

外 :回転ナデ

内:回転ナデ

雲

良

土

長

精

胎

外25Yν l黄灰
内?5Y″ 1灰白 良好

1区 1‐2区 SP1365 SP1367 瓦器
碗

(106)

外 :体部ユビオサエ/ナデ、

口縁部ヨヨナデ

内:体部ナデ/ヘラミガキ、

口縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ/

ナデ/暗文

石片
外:N8/5灰

内N8/5灰 良好
和泉型、尾上編年W期、
輪積み痕

孔区 1‐2区 SP1370 SP1372
土師質土器

/1ヽ 皿
1/4

外1体部～口縁部回転ナデ、
底部回転糸切り/板日rR

内:回転ナデ
石長雲赤

外7 5YR7/3
にぶい橙
内75YR7カ
明褐灰

良好

1区 1‐2区 SP1391 SP1393 土師質土器
小皿

底部の
1/4

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転糸切り/ナ デにより
切り離しの痕跡を消す
内:回転ナデ

石雲赤

外iOYW/2
にぶい責橙

内■OYR7″
にぶい黄橙

良好

1区 1‐2区 SP1391 SP1393
土師質土器
小皿

外1体部～口縁部ユビオサエ/ナデ、
底部ヘラギリ/ユビオサエ、ナデ
内:ユビオサエ/ナデ

石長雲片
外:25Y7/1灰自

内ワ5Y6/1黄 灰 良好 全体に作リカ報 い

1区 12区 SP1391 SP1393 土師質土器
皿

(127)

外:体部～日縁部回転ナデ/ナス
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/板目●R
内1体部～底部回転ナデ/ナデ、

日縁部回転ナデ

長雲赤、

微砂粒を

多く含む

外:iOYR8/2

灰白

内10YRν2

灰自

良好
京都系の模倣、
底部外面煤付着

1区 1‐2区 SP1396 SP1398 土師質
小皿

11

外 :体部回転ナデ/ナデ、

日縁部回転ナデ、底部回転糸切り/

板目戻

内:体部～日縁部回転ナデ、

底部回転ナデ/ナデ

石片赤
外:10YR8/3

浅黄橙

内95Y8/4淡 黄

良好
体部外面の一部に

煤付着

1区 12区 SP1396 SP1398
土師質土器

皿
外:体部回転ナデ、底部回転糸切り
内1体部回転ナデ、底部回転ナデ/ナ デ 石雲赤

外■OYRν 3

浅黄橙
内■OYRν 3

浅黄橙

良好

1区 1‐2区 SP1396 SP1398
土師質土器

杯

外 :体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリ/ナデ

内:体部～日縁部回転ナデ、

底部回転ナデ/ナデ

石室片赤

外■OYR7/4
にぶい責橙
内75YRν 6

浅黄7e

良好

1区 1‐2区 SP1396 SP1398
瓦器
小皿

外:体部～日縁部ヨコナデk底 部ナデ
内:体部～日縁部ヨヨナ八 底吉Fナデ

石雲片赤

外:10YR3/3

浅黄橙
内:75YR″ 3

にぶい橙

良好 和泉型、炭素未吸着

344 1区 1‐2区 SP1396 SP1398 瓦器

椀
舛高台貼付/ヨ ヨナデ、底部ナデ
内サデ

石長片赤
外25Y6/2灰黄
内■OY72
灰黄禍

良好 和泉型、炭素未吸着

1区 1‐2区 SP1396 SP1398 瑞
椀

外:体部～底部ユビオサエ/ナス

回縁部ヨコナデ

内;体部～底部ナデ/ヘラミガキ、暗文、

口縁部ヨヨナデ

石長雲
外N5/灰
内N4/灰 貞好 和泉型、高台なし
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第35表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (13)

掲載
番号

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

卜報ぞ 本報告 調査時 長さ)
唯
瞼

`庫

さ)

融大容 撃
④

1区 12区 SP1398 SP1400 磁器
青磁碗

外:体部ロクロナデ、錨蓮弁文、施釉
内:ロクロナデ、施釉

石雲赤、
微砂粒を
少量含む

胎:N7和灰白

釉おY55/3s
グレイみの

オリーブ

良好
龍泉窯系、森口
横田編年のIも

1区 1‐2区 SP1410 SP1412
瓦質
鍋

小片
舛 ユビオサエ/ナ八 日縁部ヨヨナデ

内:ョ ョナデ
石雲片赤

外:10YRワユ

掲灰

内ヱ5YR6刀
にぶい橙

良好

l区 1呈 区 SP1416 SP1418
土師質土器

杯
1125)

底径の
1/5

外 :体部～口縁部回転ナデ、

底部回転糸切り

内1回転ナデ
長雲赤

外:10YRν 8

浅黄14

内:10YRV3
浅黄澄

良好

l区 19区 SP1416 SP1418
土製品
鋳型

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内 石片赤

外75YR″ 4

にぶい橙
内,10YR″ワ
にぶい橙

良好 鍋を作つた鋳型か?

1区 12区 代力掘肖1 (力掘凱
土師質土器

杯
1/2

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ?/丁寧なナデにより
切り離しの痕訴を消す/墨書
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

長雲片赤

外75YRν 3

浅黄橙
内75YRν 3

浅責橙

良好 丁寧な作り

l区 1■ 区
人力掘削・

第1包含層

入力掘肖J`

第1包含層

土師質土器
杯

外 :体部～口縁部回転ナデ、

底部丁寧なナデにより

切り離しの痕跡を消す

内:回転ナデ

外:10YR″4

にぶい黄橙
内■OYR7/4
にぶい黄橙

良好 丁寧な仕上げ

1区 11区 人力掘削
第1包含層

力ヽ掘肖1,

言1包含層

土師質土器
小皿

外:体部回転ナデ、
底部回転糸切り/ナデ
内:口 縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石長片赤

外:10YRν3

浅黄橙
内6YR8/4
淡橙

やや
良好

1区 1‐1区
人力掘削・

第1包含層

入力掘削.

第1包含層

器蝕

ヽ皿

師

月

上 外 1体部～日縁部回転ナデ、

底部回転糸切り/板 目痕

内:回転ナデ/ナ デ

石片赤
外25Y8胞灰白
内25Yン2FA白

良好

l区 12区 入力掘削 力ヽ掘削
土師質土器

皿

外 1体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリP/ナ デにより

切り離しの痕跡を消す

内:体部～口縁部回転ナデ

石片赤

外7 5YR8れ

浅黄橙
内:75YR8れ

浅黄橙

良好 全体に丁寧な仕上げ

l区 1‐2区 へ力掘� (力掘�
土師質土器

皿

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリか?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す
内:体部～回縁部回転ナ八
底部回転ナデ/ナデ

石片赤

外7 5YR6れ
にぶい橙
内:75YR7れ

にぶい橙

良好
底部内面と口縁の

一部に黒斑

1区 11区 人力掘肖Ⅲ
第1包含層

力ヽ掘削
書1包合層

須恵器
蓋

外:回転ナデ
内:回転ナデ

外:N6/灰

内:N6/灰
良好

1区 1‐1区
人力掘削
第1包含層

入力掘削
差l包含擢

須恵器?

杯
(106)

外 ;体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリ?/ナ デ

内:回転ナデ

石長婁片
舛N7/灰 自
内:N″灰白 良好 硬質に焼成

1区 12区 入〕町IIIF翫 (力掘抑 酷
椀

外 1体部～底部ユビオサエ/ナデ(

口縁部ヨコナデ

内:体部～底部ナデ/暗 文、

口縁部ヨコナデ

石長、
微砂粒を
多く含む

舛 NV灰
内

`Yν
l灰白 良好

和泉型、尾上編年

第Ⅳ期

1区 1‐1区
人力掘削
第1包含層

入力掘肖I

第1包含層
須恵器
こね鉢

(2781 1/8

外:体部回転ナデ/ナデ、
口縁部回転ナデ
内:体部回転チデ/ナデ、
口縁部回転ナデ

石片、
微砂粒を
多く含む

外N″0灰自
内N7/0灰 自 良好

東播系、森田稼編年の

第Ⅲ期第2段階、

重ね焼き痕

1区 1呈 区
人力掘削
側溝掘削

入力掘削
側溝掘削

須恵器
こね鉢

(252 1/10
外 :体部～口縁部回転ナデ

内:体部～曰縁部回転ナデ/ナデ 石片
外うY6/1灰
内25Yν l黄灰

良好
東播系、森田稔編年

第Ⅲ期第2段階、

重ね焼き

1区 12区 暗渠 1 暗渠ユ
瓦質
茶金P

1/5

外 :鍔貼付、鍔上面はヘラミガキ、

鍔下面ヨヨナデ、

鍔以下はユビオサエ/ナデ

内:ユピオサエ/ナデ

長雲赤
外:N4/灰

内,5Yク 1黄灰 良好 内面、外面とも媒付着

1区 1‐1区 壁面整形・

lHl溝掘肖J

壁面整形・

lR溝掘削

瓦質
羽釜

小片
外:口縁部ヨヨナス 鍔貼付/ナ デ
内:体部板ナデ/ナデ、口縁部ヨコナデ

石片、

砂粒を

多く含む

外:75Y5/1灰

内:N5洵灰 良好 播磨型

1区 12区 暗渠1 暗渠1
瓦質
焙烙

(444 1/16 外:回転ナデ

内1回転ナデ
石片

外:25Y4カ

暗灰責
内鬱5Y7/3浅 黄

良好 外面燥付着

1区 と‐2区 (力掘削 代力掘肖 陶器
皿

(1261

外 :体部～口縁著[ロクロナデ、

体部下一部露胎

内:体部～口縁部ロクロナデ、施釉

長雲、

微細な

黒粒を

多く含む

胎25Y8/1灰 白

釉■OY曾 5/3s

グレイみの黄緑

良好

1区 1-2区 廃土 廃土 陶器

皿?
(1041

外:体部～口縁部ロクロナア、
高台脇横方向のケズリ、肖Jり 出し高台、
高台脇～高台内露胎
内1体部～口縁部ロクロナデ、
底部胎土目戻、施釉

長雲赤

胎110YR7/3

にぶい責橙

釉るy065/5s

あさい責みの
ブラウン

良好
肥前系、口縁の一部に

煤付着

(灯明皿に転用か?)
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第36表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (14)

掲載
番号

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼成 備 考

ド報モ伺査熙 本報告 調査時 唯
塞

底 径

(IB)

局

さ

器

恒
撃
①

と区 1‐2区 (力掘御 (力掘音
陶器

皿
0 D

外1体部ロクロナス 施釉、

底部回転ケズリ

内:体部～底都ロクロナデ、施釉 む

な

を

含

脚

離

魁

胎6Y8/1灰自
釉■OYG&5/3s
うすい責緑

良好 瀬戸焼

1区 lワ区 廃土 廃土
陶器
皿

外:体部ロクロナデ、高台～高台内

回転ケズリ、体部中～高台内露胎、
一部高台まで釉だれ

内:体部～底部ロクロナデ、鉄釉、

施釉、胎土目痕

胎:10R5/3赤 褐
釉おy04ツ 3s

グレイみの
ブラウン

良好 肥前系 (絵唐津 )

1区 11区 離術け婦 営| 隣
碗

1/12
外1体部～腰部ロクロナデ、

削り出し高台、施釉

内:ロ クロナデ、施釉

石雲

外■OYRVユ
灰白
内■OYRν ユ
灰白

良好 志野焼

と区 1‐2区 (力掘� (力掘肖
磁器

白磁小皿
1/6

外:体部～口縁部ロクロナス 施釉

内体部～口縁部ロクロナ六 施釉、

見込み釉剥ぎ

微細な
黒粒を
多く含む

胎:9/自

釉:10YR75//3s

グレイみの黄緑

良好

l区 1つ区 (力掘削 (坊 ttFと 磁器
白磁碗 咆

剪
外ロクロナデ、施釉

内:ロ クロナデ、施釉

微細な

黒粒を

少量含む

胎75Y7/1灰 白

釉,10YG75/3s

グレイみの責緑

良好

1区 lワ区 廃 土 廃土
磁器
青磁碗

lb b 小片
外:体部～口縁部ロクロナデ、雷文、
施釉
内:体部～口縁部ロクロナス 施釉

触畿豹

胎:N7/灰 自

釉■OYG45/5s
にぶい黄緑

良好 龍泉窯系

1区 12区 人力掘削.

側溝掘削

入力掘削・

lml溝 掘肖1

磁器
白磁碗

1/4
外〔体部下～高台内回転ケズリ、露胎
内:ロクロナデ、施釉

微組な

黒粒を

多く含む

胎 N8/灰 自

釉■OYC85/3s
うすい黄緑

良好

1区 1-1区
人力掘削
第1包含層

(力掘削,

倍1包含眉

磁器
青磁碗

小 片
外コクロナデ、施釉
内:ロクロナデ、沈線2条、施釉

微細な
黒粒を
少量含む

胎 N8/灰 自

釉:10YG75/3s

グレイみの責緑

良好
龍泉窯系、
横田森田編年二-4

と区 11区 入力掘削
第1包含層

(力掘削
併l包含嬉

磁器
青磁碗

刀ヽ片
外:ロクロナア、施釉
内コクロナデ、文様、施釉

微細な

黒粒を

少量含む

胎 N7/灰 白

釉BY6ン3s

グレイみの黄
良好

龍泉窯系、
横田森田編年1-4

1区 1-1区
人力掘肖J

第1包含層
(力掘削,

缶1包合眉
麟
碗

ガヽ片

外:体部～底部ロクロナデ、染付け、

施釉

内:体部～底部ロクロナデ、染付け、

施釉

徴細な

黒粒を

少量含む

胎N″灰白

釉■OY∽ 5/3s

グレイみの黄緑

良好 中国、青花

1区 1-1区
人力掘削.

第1包含層
(力掘削,

倍l包含摺

磁器
白磁壷

小片
外:ロクロナデ
内コクロナデ

徴細な

黒粒を

少量含む

胎75Y″ 1灰白
釉■OYq ν偽
グレイみの黄緑

良好 四耳壷

1区 1-2区 (力掘コ (筑 IfFと
土師器
高杯の脚

外:ナ デ、磨減のため調整不明瞭
内ウズリ?絞り痕

石長片赤、

砂粒を

多く含む

外75Y暫ノ4

にぶい橙

内75Y財れ

にぶい橙

やや
不良

379 1区 11区 姓嗣
外:ナ デ、磨滅のため調整不明瞭
内サデ 石片赤

外9 5YR6為 澄

内ワ5YR6為澄 不良

380 と区 1‐2区 (力掘削 (れ IFF苫 瓦
加工円盤

凸:ナ デ

凹:ナ デ
石

外:NVO灰
内:NVO灰 良好

1区 11区 人力掘肖J・

第1包含擢

(力掘削.

岳1包含層
磁器

加工円盤

外:肖∬り出し高台、畳付～高台内露胎
内:見込み刻印、施釉

胎うY7/1灰 自
釉:10YG55/5s

グレイみの
オリーブグリーン

良好
龍泉窯系、
「働築遺範」の刻印

l区 1‐2区 力ヽ掘却 (力掘音
土製品
土錘

13
ぼ

形

に
は

な
死

外i丁寧なナデ 石片赤
″

‐２５Ｙ
紹

外
明 最 良

1区 11区 入力掘削す

第1包含層

(力掘削
営1包含痛

瓦
軒平瓦

外 :ユピオサエ、ナデ

内サデ
石片赤

外25Yy2灰白

内 25Y7/1灰白 不 良

2区 と区 SK1061 SK1004 際
皿

9/10

外1体都～目縁部ロクロナデ、
削り出し高台、日縁部～体部中施釉
内:ロクロナデ、施釉、
見込み胎土目痕4ケ所

石赤、
微砂粒を
多く合む

胎7 5YR6れ
にぶい橙

釉BYaシ盛

うすい黄

良好 肥前系 (唐津 )

2区 〕‐1区 SK1061 SK1004
陶器

つる頚徳利
日縁部の
1/1

外 :ロクロナデ

内ロクロナデ/ナ デ

石長、

砂粒を

多く含む

胎6PB5/1青灰
釉41055/3s
グレイみの
ブラウン

良好 備前焼

2区 〕2区 SK1073 SK1016
器
利

陶
徳 胞

勇
外:体部下ロクロナデ、底部碁笥底
内:ロクロナデ

長雲、

微砂粒を

多く含む

外:10YR4/1

褐灰
内175YR5/2

褐灰

良好 大谷境
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第37表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (15)

掲載
番号

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼成 備 考

ド報ぞ調査熙 本報告 調査時
日経 底 径 器高 肇

０

2区 3■ 区 SD1017
iD1001畦 /

掘下時

土師質土器
灯明皿

外:体部～回縁部回転ナデ/ナデ、
底部ナデにより切り離しの痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ

石雲片赤

外 :ユ OYR7/3
にぶい黄橙

内■OYR8/2
灰自

良好
口縁の一部に煤付着
(灯明皿に転用)

2区 3■ 区 SD1017 DllXll畦 /

掘下時

土師質土器
灯明皿

完形

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラやり/ナデ
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部ユビオサエ/回 転ナデ

石赤

外7 5YR8洛
浅黄橙

内7 5YR8カ
灰白

最良
内面の日縁部に煤付着
(灯明皿に転月)

2区 3■ 区 SD1017 土師質土器
灯明皿?

外:体部～口縁部回転ナ八
底部の切り離しは板ナデ、
ナデにより痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナ デ

石片赤、

徴砂粒を

少員含む

外7 5YR8お
浅黄橙
内7 5YR7れ
にぶい橙

良好
日縁部にわずかに

煤付着

(灯明皿に転用か?)

2区 3‐ 1区 SD1017 土師質土器

皿

外1体部～日縁部回転ナア、

底部糸切り/ナ デ

内1体部～口縁部回転ナス

底部回転ナデ/ナデ

長雲、
微砂粒を
多く含む

外
'5Yν

2灰自
内,5Y8/2灰 白

良好

2区 31区 SD1017 D1001畦 I

掘削時

土師質土器
灯明皿

外:体部一日縁部回転ナデ、

底部回転ヘラ利 かP/ナ デにより

切り離しの痕跡を消す/板 目痕

内:体部～回縁部回転ナス

底部回転ナデ/ナデ

長雲、
徴砂粒を

多く合む

外ワ5Yνl灰自

内2 5YR6れ
にぶい橙

良好
内面全体と

外面口縁部～体部に

煤付着 (灯 明皿に転用 )

398 2区 31区 SD1017
土師質土器

皿

外:体部～回縁都回転ナス

底部回転ヘラギリP/丁寧なナデイこより

切り離しの痕跡を消す/板 目痕

内1回転ナデ

石長雲赤、

徴砂粒を

含む

外もYR7/4
にぶい橙
内6YR7/4
にぶい橙

良好

2区 3‐ 1区 SD1017 D1001畦 /

掘下時

土師質土器
/」 皿ヽ

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラつ かP/ナデにより
切り離しの痕跡を消す
内:回転ナデ

長赤

外757W/3
にぶい澄

内:75YR7/3

にぶい澄

良好

400 2区 31区 SD1017 土師質土器
皿

外:体部～口縁部回転ナス
底部回転ヘラやり/丁寧なナデにより
切り雑しのIfR跡 を消す/板目戻
内:回転ナデ

石雲赤

外75Y暫れ
にがい澄
内:■5YRツ 4

浅黄橙

良好

2区 3‐1区 SD1017 D1001畦メ
掘下時

土師質土器
皿

外:体部～口縁部回転ナス
底部回転ヘラ刊 かP/ナデにより
切り離しの楽跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナ デ

石片赤、
徴砂粒を
含む

外7 5YR8/3
浅黄橙

内■OYR3/8
浅黄橙

良好

402 2区 31区 SD1017 D1001畦 I

掘削時

土師質土器

皿

外:回転ナデ
内:回転ナデ

石片赤
外25Y7/1灰 白
内,5Y6″灰黄

良好 京都系の模倣

403 2区 3‐ 1区 SD1017 DllXllttI

掘削時

土師質土器
灯明皿?

外:体部～口縁部回転ナデ
内:体部～口縁部回転ナデ/ナデ 長雲赤

外:ユ OYRν 2

灰白
内■OYRν 2

灰白

良好
口縁部に燦付着

(灯明皿に転用か?)

404 2区 31区 SD1017 土師質土器
皿

外:体部～回縁部回転ナ八
底部ヘラギリ/ユピオサエ、ナデ
内1体部～口縁部回転ナ六
底部回転ナデ/ナデ

石雲片赤、
砂粒を

多く含と

外75YRν 6澄

内:75YR6/6澄 良好

2区 3‐1区 SD1017 SD1001 土師質土器
皿

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転糸切リツ板ナデイこより
切り離しの痕跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石雲片、
微砂粒を

多く含む

舛25V力灰黄
内25Y8/1灰 自 良好 土師質を硬質に焼成か?

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 土師質土器
灯明皿

ぼ

形

ほ

う
死

外1体部～回縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ/ナ デ
内:回転ナデ

雲赤

舛75YRν3

浅黄橙
内:75YRν 2

灰白

最良
口縁部の内面外面の

一部に明確に煤付着
(灯明皿に転用 )

4117 2区 3‐ 1区 SD1017 D1001噛

掘削時
土師質土器
灯明皿?

外:体部～日縁部回転ナス

底部回転ヘラギリ/ナ デ

内1回転ナデ

石片赤、

微砂粒を

含む

外75YR3/4
浅責橙
内75YR″4

にぶい橙

良好
日縁端部内面に

緯く墨の痕

2区 3■ 区 SD1017 DllXllA極
土師質土器

皿

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラや,P/ナ デにより
切り離しの痕跡を消す/墨書
内:回転ナデ

長雲赤

外75YRν 2

灰白
内:75Y烹8/2

灰白

良好 墨書土器

2区 3■ 区 SD1017 土師質土器
皿

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ/丁寧なナデ
内:回転ナデ

石婁赤、
微砂粒を
含む

外7 5YR7/4
にぶい橙
内75YR″ 4

にぶい橙

良好 墨書土器

2区 3‐ 1区 SD1017 土師質土器
皿

小片
外面:底部回転ヘラギリ/ナデ/墨書
内面:底部回転ナデ/一部ナデ

石長赤

外もYR7れ
にぶい橙

内 5YR7/4
にぶい橙

良好 墨書土器

2区 3■ 区 SD1017 土師質土器
皿

1/8
外:底部回転ヘラギリ?/
ナデにより切り離しのyR跡を消す/墨書
内:回転ナデ

石片赤、
微砂粒を
多く含む

外うYR″4

にぶい橙

内:75YR7/4

にぶい橙

良好 塁書土器

2区 3■ 区 SD1017 ID1001畦 I

掘肖I時
土lT質土器

皿
(53)

外:底部回転ヘラや
'ツナデにより切り離しの痕跡を消す/墨書

内:底都回転ナデ

長雲赤

外7 5YR8池
灰自
内7 5YR8カ
灰白

良好 墨書土器
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第38表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (16)

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器  種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

報ヽ告 本報告 調査時 (幅 ) (厚さ:

莞大雀 撃
①

2区 31区 SD1017 土師質土器
杯

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリか?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/墨書
内:体部～口縁部回転ナ六
底部回転ナデ/―認ナデ

石長雲

夕,75YR夕 /3
にぶい橙
内7 5YR7/3
にぶい橙

良好 墨書土器

2区 3‐ 1区 SD弘017 土師質土器
杯

外 体部～口縁部回転ナデ、

底都回転ヘラギリ?/ナ デにより

切り離しの痕跡を消す/塁 書

内:回転ナデ

石片赤

外 5YR7/6橙
内:75YR7/4

にぶい橙
貞好 墨書土器

2区 31区 SD1017 SD1001内 土師質土器
杯

完形

外 :体部～口縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリP/ナ デにより

切り離しの痕跡を消す/墨書

内I休都～口縁部回転ナデ、

底部回転ナデ/ナデ

石雲片赤

舛75YR3/4
,完 黄橙
内7 5YR8/4
浅黄橙

良好 墨書土器

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001内
土師質土器

杯
(108

外:体部～口縁部回転ナ六
底部回転ヘラギリか?/板ナデ、
ナデにより切り維しの痕跡を消す/墨書
内:体部～口縁部回転ナ六
底部回転ナデ/ナデ

石長雲赤
外5YR7/6袴
内うYR7れ
にぶい橙

良好 墨書土器

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 土師質土器
杯

4/5

舛体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ/ナデ
内:体部～口縁部回転ナア、
底部回転ナデ/ナデ

長雲赤
舛5YVれ
にぶい橙
内
`YR7/6橙

良好
底部内面と外面に
黒斑あり、
灯明皿への転用

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 土師質土器
杯

2/5

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの戻跡を消す
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

長婁片赤

外
`YR7/6橙内75YR″ 4

にぶい橙
良好

底部内面に煤付着
(灯 明皿への転用か?)

2区 31区 SD1017 諭innl R5 土師質土器
杯

外体部～口縁部回転ナア、
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/板日痕
内:体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

長赤、

微砂粒を

少量含む

外6YR7れ
にがい橙

内:5YR8れ

浅黄橙

良好

420 2区 3‐ 1区 SD1017 ミnlnnlr5 土師質土器
杯

舛体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ/丁筆なナデ、板目垢
内:回転ナデ

石雲片赤
外6YRSれ淡橙

内6YR7れ
にぶい橙

貞好

2区 31区 SD1017 ЫX001内
土師質土器
灯明杯

ぼ

形

ド
ｒ
を
死

外面:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリか?/丁寧な
ナデにより切り離しの痕跡を消す
内面:体部～口縁部回転ナ六
底部回転ナデ/ナデ

石雲赤、

微砂粒を

多く含む

外:75YR7/3

にぶい橙
内75YRν 3

浅黄橙

最良
口縁の一部と

底部外面に煤付着
(灯 明皿に転用か)

2区 3‐1区 SD1017 ミれinm企 5 土師質土器
杯

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転糸切り/ナデ
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ユビオサェ/ナデ

石赤

外75YR″ 4

にぶい橙

内:75YR″ 3

にぶい橙

良好 底部の器肉が薄い

2区 31区 SD1017
土師質土器

杯

外:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリ?/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/板日痕
内:回転ナデ

石雲赤、
微砂粒を
多く含む

外■OYR6/1
褐灰

内■ばrR5ン 3

にぶい黄褐

良好

424 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 土師質土器
焼塩壷蓋

舛体部～日縁部ヨヨナデ、
上部ユビオサエ/ナデ
内:体部～日縁部ヨヨナ六
上部ユビオサエ/ナデ

石片赤、

砂粒を

少量含む

舛5YR6/6橙
内ワ5YRν 6橙

良好

425 2区 31区 SD1017
土師器

脚
小片 外:ユビナデ 石赤

奸5YR7�
にぶい橙 不良

2区 3‐ 1区 SD1017 nヽin∩lR5 土師器
高杯の脚

小片
凸フヽ ケ?ナデ?

凹:ケズリ、絞り痕?板ナガ
石婁片赤

外 10YRν3

浅黄橙
内■OYR8/3
浅黄橙

不良

2区 31区 SD1017 ,D1001B区
土師質土器

羽釜
(1901

外:鍔下平行タタキ、日縁部～

鍔部ヨヨナデ
内:体部～口縁部ヨコナデ

石長雲赤、
砂粒を

多く含む

外75YRν 4

にぶい橙

内75YR6/4
にぶい橙

良好
播磨型、外面口縁の
一部と鍔以下に煤付着

2区 3‐ 1区 SD1017 nヽinnlRb 土師質土器
羽釜

小片
舛 体部～口縁部ヨヨナデ、

鍔貼付/ナデ

内:体部～口縁部ヨヨナテ

石長雲赤
外6YR7/6橙
内ワ5YR″ 6橙 良好

播磨型、
鍔下部に媒付着

429 2区 31区 SD1017
'D1017A区南半

土師質土器
羽釜

(278

外:体部ユビオサエ/ナデ、日縁部
ヨヨナデ、底部格子タタキ?

内:体部～底部ユビオサエ/

ナデ、口縁部ヨコナデ

石雲片赤

外5YR5/3
にぶい赤褐
内:5YR3/1

黒褐

良好
外面媒付着
内面コゲ付着

430 2区 3‐1区 SD1017 ,D1017A区

南半

土師質土器
羽釜

1/12
外 体部ユビオサエ/ナデ

内:体部ナデP(磨滅気味 )、

日縁部ヨヨナデ
長赤、離鶴

石

砂

多

外25Y7/2灰 黄

内:10R5/1赤 灰 不良 底部外面煤付着

431 2区 31区 SD1017 土師質土器
焙烙

外:体部～口縁部回転ナデ/

ナデ、底部回転ナデ
内:体部～口縁部回転ナデ、
底部回転ナデ/ナデ

石雲片赤

外:10YR5/3

にぶい黄褐
内75YR6/6
橙

良好 外面体部 底部煤付着

2区 3‐ 1区 SD1017 ,DllXllC匝
土師質土器
焙烙

1/10

外:体部櫛状工具左上がりに掻きあげ
ロクロナデ、日縁部ロクロナデ、

底部ナデ

内:ロクロナデ

長雲赤

外7 5YR5/4
にぶい褐

内■OYR7/3
にぶい黄橙

良好 底部外面に煤点在

-165-



第39表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (17)

掲載 調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色 調 暁成 備 考

番号 卜報告 本報告 調査時
(長き 離

ｍ
絲
は

謎大ぞ
重さ

2区 1区 SD1017 nlllnlR5 須恵器
高台付杯 幽

И

外1体部回転ナデ、貼り付け高台、
底部回転ナデ
内1体部回転ナデ、底部回転ナデ/

板ナデ

石 長
外:N5湘灰
内うY5/1灰 良好

体部内面にヘラ?による
1条の筋

2区 3-1区 SD1017 ninnlRあ 謎
継

須

こ

外体部～口縁部回転ナ弟ケテ
注ロユビオサウ ナデ
内:体部～回縁部回転ナス
注ロユビオサエ/ナデ

石
外IN5/0灰

内:N5/0灰 良好

東播系、
森田稔編年第Ⅲ期
第1段階、
日縁外面に重ね焼き戻

2区 〕1区 SD1017 瑞
椀

舛体部ユピオサエ′ナデ、
日縁部ヨヨナデ
内:体部ヨヨナデ/暗文、
日縁部ヨヨナデ

石片、
微砂粒を
含む

外 N70灰
内:N4//0灰

良好 楠葉型、高台返化

2区 l区 SD1017
質
烙

瓦
焙

1/14
外体部ユビオサエ/ナ デ、
日縁部回転ナス 底部ヘラケズリ
内:ユピオサエ/回転ナデ

石長雲

(金雲母が

多い)赤

外:10YR6/2

灰黄褐
内■OYR″ 2

にぶい黄褐

良好 型作り? 内面に媒付着

437 2区 )1区 SD1017 陶器
すり鉢

1/16
外ロクロナデ/ナデ
内:体部ロクロナデ/ナデ/すり目

石長雲、
微砂粒を

多く含む

舛 2うY6/1黄 灰
内25Y5/1黄灰

良好 備前焼Ⅱ期

438 2区 〕‐1区 SD1017 須恵器
こね鉢

1/16
外ロクロナデ
内1体部ロクロナデ/ナス
ロ縁部ロクロナデ

石片、
微砂粒を

多く含む

外N6/0灰
内N6/OFk 良好

東播系、
森日稔編年の

第皿期第3段階、
重ね焼き痕

2区 }1区 SD1017 陶器
天目碗

クト体部～口縁部ロクロナデ、
高台脇～体部横方向のケ翔 、
体部下～高台内露胎
内:ロクロナデ、施釉

石長、
微細な
黒粒を
少量含む

胎ゼ5Y89灰白
釉おy035/5s
こい責みの
ブラウン

良好 瀬戸 (天 日茶碗)

440 2区 〕1区 SD1017 ,D1017A優

南半 瞬勅
il14)

外 II部 中～口縁部ロクロナデ、
高台脇～体部中横方向のケカ,、

首」り出し高台、体部下～高台内露胎
内:ロクロナデ、施釉

脚 な
黒粒を
少量含む

胎95Y8/1灰 白
釉おy035/rJs
こい黄みの
ブラウン

良好 瀬戸焼

441 2区 l区 SD1017 船
碗

外林部～口縁部ロクロナス 施釉
内:ロクロナデ、施釉 石長雲

胎■llYR8/2
灰自
釉8Y35/5s

良好
瀬戸焼 (天 目碗 )、

体部下外面に

胎土塊付着

坐 2 2区 3‐1区 SD1017 瞬
碗

外:体部～口縁部ロクロナス 施釉、
底部周縁回転ケズリ、露胎
内:ロクロナデ、施釉

帥 な
黒粒を
少量含む

胎25Y6/1灰黄
釉 4r01骸 0黒 良好 瀬戸焼 (天 目椀 )

443 2区 31区 SD1017 ,D1001畦 p

掘下時
瞬
碗

1115) 2/3
外 :体部～口縁部ロクロナ八

肖Jり 出し高台、高台脇～高台内露胎

内:ロクロナス 施T4 な
裕

石、御
雛

胎:Z5YR6/3

にぶい褐
鶏 8Y65浴 s

グL/1みの黄

良好 肥前系 (唐津)

444 2区 3‐1区 SD1017 朧
碗

1/2
外:体部ロクロナス 肖Jり だし高台、
畳付露胎
内ロクロナ八 施釉

石赤
胎:10YR6/3

にぶい黄橙
/4:6y055/3s
グレイみのプラウン

良好 肥前系 (唐津)

445 2区 3‐1区 SD1017 解
碗

外体部～口縁部ロクロナデ、
肖Jり 出し高台、畳付～高台内露胎
内:ロクロナデ、施釉

長

胎:N8/FA自

釉おY65/3s
グ1/1みの黄

良好 肥前系 (唐津)

446 2区 3‐ 1区 SD1017 遡lυU上し2 略
碗

(116)
外ロクロナデ、施釉
内:ロクロナデ、施釉

微細な
黒粒を

多く含む

胎ワ5Yν2

灰白
釉おY8ν3s

うすい責

良好

447 2区 }1区 SD1017 SD1001畦 I

掘肖1時
隣
碗

(100)
外:ロクロナデ/施釉
内:ロクロナデ/施釉

む

な
を
含

脚
齢
蛙

胎うY6/2
灰オリーブ

釉珍R8う/0

あかるいグ1/4

良好 肥前系 (唐津)

448 2区 3‐1区 SD1017
陶器
小碗

外 fI部～口縁部ロクロナス
割り出し高台、高台脇～高台内露胎
内:ロクロナス 施釉

脚 な
黒粒を
少量含む

胎 :あ5Y6/1責 灰

釉:6v024/1s

ブラウンみの黒

良好 肥前系 (唐津)

坐 9 2区 31区 SD1017 ミTヽ 1耐 lヽrF 船
碗

外:体部～日縁部ロクロナテk

底部周縁横方向のケズリ、施釉、
底部砂目痕3カ所
内ロクロナス 施釉

a4Mな
黒粒を
多く含む

胎:25Y8お

淡責

釉 8Y85/3s

うすい黄

良好 肥前系(唐津)、 平底

450 2区 3‐ 1区 SD1017
陶器
碗

丼体部～口縁部ロクロナ八
肖Jり 出し高台、畳付のみ露胎、
高台脇～高台内釉だまり
内:ロクロナス 施釉

粒
ヽ
砂

む

長

微

含

胎■5YRν 4

浅責澄

釉:6y065/5s

あさい黄みの

プラウン

良好 肥前系 (唐津)

2区 3‐ 1区 SD1017 剛冊
略
碗

外体部ロクロナス 削り出し高台、
高台～高台内露胎、高台脇釉溝 り
内コクロナデ、施釉、見込み砂付着

飽 な
黒粒を
多く含む

胎■OYR6/6
明黄褐

釉BY8 ν3s

うすい黄

良好 肥前系 (唐津)

2区 3-1区 SD1017 SDllllll内 略
碗

4/5

Nヽ部ロクロナ八
高台脇横方向のケズリ、削り出し高台、
体部中～高台内露胎
内ロクロナス 施釉

胎土結長

胎2醜7/2灰 黄
鶏 (外)6yOα 5/0

白(内 )Oy0271s
プラウンみの黒

良好 肥前系 (唐津)
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第40表 出土遺物観察表 上器。陶磁器・土製品 (18)

載

号

掲

番

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

報ヽ
=

本報告 調査時 唯
認

摩
ｍ 編

は
輩大 ll 肇

０

453 2区 3‐1区 SD1017 ミnlm、1企 5 略
碗

外本部ロクロナデ、肖Jり だし高台、
畳付～高台内一部露胎
内ロクロナデ、施釉、見込み釉だれ

微剰な
黒粒を
多く含む

胎6Y8/1灰白
釉おY75海 s

グ財 みの黄

良好

454 2区 3‐1区 SD1017 D1001BΣ
陶器
碗

(155: 1/4
外ロクロナス 施釉
内:ロクロナ八 施釉

胎ワ5Y7/3浅 黄
釉BY弱 /3s

うすい黄
良好

二次焼成、
日縁の一部に媒付着、
体部内面下にヘラ記号

2区 3‐1区 SD1017 DllXllC区
陶器

仏飯器
48

外:体部～日縁部ロクロナデ、
体部絵付け、施釉
内:ロクロナデ、施釉

長雲、
御 な
黒粒を

多く含む

胎5YR7/4
にぶい橙
琴由BY851S
黄みの白

良好 肥前系 (伊万里)

456 2区 〕‐1区 SD1017 SD1001 陶器
香炉

外〔体部～口縁部ロクロナデ、
底部回転糸切り
内ロクロナデ

石長赤

外110YR4//4

赤褐
内■σrR4/4

赤褐

良好 備前焼

2区 }1区 SD1017 陶器
鉢

外本部～口縁部ロクロナデ、
注目貼付/ナ デ、肖1り 出し高台、
高台脇～体部横方向のケズリ、
高台脇～高台内露胎
内:ロクロナス 流紬

胎うY6/1灰

釉:6y024/3s

くらいグレイみの
ブラウン

良好 高台は竹節高台に近い

2区 ,1区 SD1017
掘肖J時

陶器
鉢

1/4
外 :体部中～曰縁部ロクロナデ 維綾釣

徹
黒
多

胎ワ5Y″3浅黄

釉■OYG85/1s
黄みの自

良好体部下回転ケズリ、施釉、底部碁笥底
内ロクロナス 施釉

459 2区 〕‐1区 SD1017 D1001畦ハ
掘下時

瞬
鉢

外ロクロナデ
内:ロクロナデ な

給
石、鰤
離

胎■OYR8泡
灰白 良好 信楽焼

2区 1区 SD1017 略
鉢

(7め

外 THH部 ロクロナ八 高台脇～

体部横方向のケズリ、削り出し高台、
体部中以下露胎
内:ロクロナス 施釉、
見込み胎土目痕3ヶ所

石片、
微砂粒を
多く含む

胎
`Y6/ユ

灰
釉BY75/O
あかるいグレイ

良好 肥前系 (唐津 )

2区 〕‐1区 SD1017
陶器
丸鉢

21・ ロクロナス 貼り付け高台、施紬
内:ロクロナス 見込み染付け、施釉 触畿郷

胎:10YR8/2

灰白
釉■OYG8ンls

気みの白

良好 志野焼

462 2区 ;‐1区 SD1017 陶器
向付

外:体部～口縁部ロクロナス
底部は碁笥族P体部鉄絵、施釉
内:ロクロナデ

石赤、
徴細な
黒粒を
多く含む

胎■醐 カ
灰自
釉工OYC85/1s
黄みの自

良好 志野焼

2区 ;‐1区 SD1017
陶器
奏 聰

Ｗ
II:ロ クロナデ
村ロクロナデ 長

外7 5YR6/3
にぶい褐
内7 5YR4/1
褐灰

良好 備前焼

2区 3-1区 SD1017 Fa器

養
(2191

用 本部ロクロナデ 底部組いナデ
内:ロクロナデ

石長雲、

砂粒を

多く含む
良好 備前焼、

底部割れ日に煤付着内■OR4浴赤褐

465 2区 31区 SD1017
器
利

陶
徳

日縁部の
1/2

外頭部～日縁部ロクロナデ
内:頸部～日縁部ロクロナデ

石長雲、
微砂粒を
多く含む

胎:iOY馳/3

赤褐
良好 備前焼、自然釉 (外面)

2区 3‐ 1区 SD1017 ,Dllllll畦 王

掘削時
陶器

つる頸徳利

外 :体部ロクロナデ、

底部回転ヘラケズリ

内ロクロナテ

石長片、
徹砂粒を

多く含む

外〔10YR6れ
にぶい赤橙

内6YR4/3
にぶい赤褐

良好 備前焼

2区 31区 SD1017 ,D1001畦 正

掘肖I時
陶器

つる顕徳利
(1081

部

部

外:体部ヘラケズリ、底部ユピオサエ/

ヘラケ利
内:体部ロクロナ八 底部ロクロナデ/
ユビオサエ

石片

外■OR4/1
暗赤灰
内■OR4/3赤褐

良好
備前焼、
顕部内面に絞り痕

2区 〕-1区 SD1017 IDllllllA匝
陶器
鉢

3/4

外:体部中ロクロナス
体部下横方向のケ刺 、
肖1り 出し高台、胎土日痕 (輪状)

内!ロクロナデ、施釉

石 片

胎25Y″2灰黄

釉■OYG85/1s
黄みの自

良好 瀬戸焼

2区 3‐1区 SD1017 Dllllll畦 玉

掘削時
船
皿

(M)

舛体部ロクロナス 肖1り 出し高台、
高台脇まt・Aだれ
内:ロクロナデ、
見込み鉄絵 (植物文様)、 施釉

長

胎珍5YR4/3
にぶい赤褐

釉:6y065/1s

ブラウンみの
グレイ

良好 肥前系 (細雪津)

470 2区 }1区 SD1017 DllXll畦 [

掘削時

器
皿

陶
小

1/4

外体部ロクロナ八
高台周縁横方向にケズリ、
肖」り出し高台、体部以下露胎
内:ロクロナス 見込み鉄絵、施釉、
胎土目痕多所

長片、
微砂粒を
多く含む

胎25Ⅵ諄浴
にがい橙
釉 (内)6y085/3s

うすいベージュ

良好 肥前系 (潮書津)

471 2区 3‐ 1区 SD1017 器

皿

陶
大

1/4
外:体部下回転ケズリ、
体部上～口縁部ロクロナデ、施釉
内コクロナアヽ 体部～見込み露胎

石長赤

胎:10YR6/3

にぶい責橙

釉:6y045/5s

費みのブラウン

良好 肥前系 (唐津)

2区 〕‐1区 SD1017 DllXllA[
器

皿

陶
大

外:体部～口縁部ロクロナデ、
高台脇回転ケズリ、肖Jり 出し高台、
畳付糸切り痕、体部中～高台内露胎
内コクロナデ、鉄絵文様、刷毛目文、
見込み砂目痕4ケ所

長赤、
観 な
砂粒を
多く含む

胎7 5YR6お

にぶい褐

釉■OYG&5/3s
うすい黄緑

良好 肥前系
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第41表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (19)

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 備 考

本報七 同査R 本報告 調査時
日経 底 径 器 高

離)(ぞ 撃
０

2区 〕‐1区 SD1017
掘削時

陶器
大皿

外:体部～口縁部ロクロナデ
石片、

微砂粒を

多く含む

外 :ユ OYR4/2
灰黄褐

内:75YR5/2

灰掲

良好 瀬戸焼
内:ロクロナ八 施釉、
見込み胎土日痕ケ所

2区 1区 SD1017 SD1001
陶器
椀

外体部ロクロナデ、底部粗いナデ
内:体部/底部ロクロナデ/

すり目(1単 位6条 )

胎!Nν灰

釉25YRν 3

にぶい赤褐

良 好

2区 1区 SD1017 SD1001 陶器
仏飯器

外 i体部ロクロナテ 底ヽ部丁寧なナデ

内:体部～底部ロクロナデ/

すり目(3条 /cm)

石長雲赤

外:10YR4泡

灰赤

内〔25YR4/2
灰赤

良好 堺 明石系

476 2区 1区 SD1017 SD1001
陶器
香炉

292;
外コクロナデ
内ロクロナデ、体部すり目 石赤

外:10Rυユ
暗赤灰
内■ORυ 3

赤禍

良好
備前焼V期 、

口縁部外面下に

重ね焼き痕

2区 1区 SD1017 陶器
鉢

外:口 縁部ロクロナデ
内:口縁部ロクロナデ 石 長

外うYR3ρ
明赤褐
内25Yミ 4/3

にぶい赤褐

良好
備前焼V期 、

日縁部内面外面に

煤付着

2区 1区 SD1017 ll11001B区
陶器
鉢

320) (55)
外国縁部ロクロナデ
内!体部上ロクロナデ/

すり日(3条 /cI)、 日縁部ロクロナデ

石片赤、

砂泣を

多く含む

外:10R4/2灰 赤
内■ORV2灰赤

良好 備前焼V期、自然釉

2区 〕-1区 SD1017 SD1001 陶器

鉢

外 1体部ユビオサエ、ロクロナデ、

日縁部ロクロナデ、

片口周縁ユビオサエ、底部粗いナデ

内:ロ クロナデ/すり目(4条 /cm)

石長片

クト10YR4/4
赤褐
内■OYRυ 3

赤褐

良好 備前焼Ⅵ翔

480 2区 3‐1区 SD1017 )D1001B区 際
鉢

(104)
外:ロクロナデ
内:体部ロクロナデ/すり目(3条 /em)、

日縁部ロクロナデ

石長雲、

砂粒を

多く含む

外 10YR5/4
赤褐
内■OYR4カ
灰赤

良好
備前焼V期 、

日縁部外面に重ね

焼き痕、自然釉

2区 〕‐1区 SD1017 ID1001AE
器
鉢

陶
九

31

外:体部ロクロナデ、
高台脇枝方向のケズリ、肖∬り出し高台、
口縁部下～高台内露胎
内ロクロナデ、施釉、

長雲、

微砂粒を

多く含む

胎■OYR6/3
にぶい責橙

釉おY75/3s
グしイみの責

良好 肥前系 (唐津 )

2区 3‐1区 SD1017 D1001BΣ
器

付

陶

向 (1051 1/4

外i体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、底部回転系切り、
高台露胎、高台脇4wだまり
内:体部～口縁部ロクロナテ＼施釉

胎:10YRν 2

灰黄褐
釉■OYG75/5s
あさい黄緑

良好 肥前系 (唐津 )

2区 3‐1区 SD1017 ミnl∩nlβ b 陶器
養

(1191
外ロクロナス 施釉

内:ロクロナス 施釉 鵬畿獅

外面8Y75/3s
グレイみの黄

内面10YG65わ s

にぶい黄緑

良好 肥前系 (唐津)

2区 3‐ 1区 SD1017 nl ml企 5 陶器
発

舛体部～口縁部ロクロナデ、
高台脇～体部横方向のケズリ、
削り出し高台、高台内のみ露胎
内ロクロナア、施釉、見込み胎土目痕

長

胎10142オ リーブ灰

糾lll)ay02鶴 s

くら↓ソ財みのカウ】

(内 )10YG&5/1s

オリープグレイ

良好 肥前系 (唐津 )

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001
陶器
徳利

ほIF

完形

外:体部～口縁部ロクロナデ、

削り出し高台で露胎
内コクロナデ、
見込みドーナツ状に砂目痕

胎75Y7/1灰 白
釉:釣075狗
あかるいグレイ

最良

486 2区 3‐ 1区 SD1017 陶器
つる頭徳利

外:体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付～高台内露胎
内:ロクロナデ、見込み蛇ノロ釉剥ぎ、
施釉、砂日痕3ヶ所

微細な

黒粒を

多く含む

胎75Yν l灰

釉おY75/3s
グレイみの黄

良好 BB前系 (唐津 )

2区 3‐ 1区 SD1017 D1017A区

南半

陶器
つる顕徳利

外体部～口縁部ロクロナデ、

高台脇横方向のケズリ、肖1り 出し高台、

体部下～高台内露胎
内:ロ クロナデ、施釉、見込み砂目痕

石 赤

胎■OY暫/3

にぶい黄橙

釉 3Y75/3s
グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津 )

2区 3■ 区 SD1017 陶器
鉢

外 :体部～口縁部ロクロナ六

高台脇回転ケズリ、肖∬り出し高台、

畳付回転糸切り痕、高台露胎

内ロクロナデ、施釉、見込み砂目痕

石片、

微砂粒を

多く含む

胎25Y7/2灰 黄

釉:8Y75/3s

グレイみの責

良好 肥前系 (唐津 )

489 2区 1区 SD1017 陶器
皿

外 :体部～日縁部ロクロナデ、

肖1り 出し高台、施釉

石長、

微細な

黒粒を

多く含む

胎25Yνユ灰自

釉BY8 ν3s

うすい黄
良好 志野焼

2区 l区 SD1017
器

皿

陶
小

舛体部～口縁部ロクロナデ、
高台脇～体部横方向のケズリ、
削り出し高台、体部中～高台内露胎
内:ロ クロナデ、施釉

長

胎:25YR6/4

にぶい橙
釉:宏950白

良好
掘削時

491 2区 1区 SD1017 器
皿

陶
大

タト体部ロクロナスロ縁部回転ナ″ヘラエ具による
成形、削り出し高台、体部中～高台内露胎
内卒部～底部ロタロ,デ、日縁部ロクロナ″
へら工具による成形、扶績、施IA、

見込み胎主目痕レ所

長雲、
微砂粒を
多く含む

胎ワうYR7る博

釉おy045/3s
グレイみの

ブラウン

良好
肥前系 (唐津)、

外面底部に煤付着

2区 〕1区 SD1017 SD1001 器

皿

陶
大

(139)

外 :体部～口縁部ロクロナデ、

湾4り 出し高台、施釉、

昼み付けに砂付着

内 ロクロナデ、施釉、

見込み砂目痕多 所

脚 な
黒粒を
多く含む

胎N″O灰 白

釉おY75/1s
黄みのグレイ

良好 肥前系 (唐津)
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載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器  種

法 量 (cm)
残 存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

報ヽ
=

本報告 調査時 (長さ)
離
ｍ (厚 さ)

最大ぞ 要
０

2区 3‐ 1区 SD1017 略
皿

(140)

肖1り だし高台、施釉、
昼付に砂目痕3ケ所
内〔ロクロナデ、施釉、
見込み砂目痕3ケ所

微細な
黒粒を
少量含む

胎6Yνl灰

釉BY75/3s
グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津)

2区 31区 SD1017 nin∩ lr涌 略
皿

(1381 1/3

外体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、高台のみ露胎
内ロクロナデ、体部～口縁部鉄絵、
施釉、見込み砂目痕

微細な

黒粒を

少量含む

胎■OYR6れ
にぶい黄澄
釉るy065/3s
ベージュ

良好 肥前系 (絢曽津)

2区 1区 SD1017 D1001畦B

掘削時
略
皿

(143) 1/3

外:体部～口縁部ロクロナデ、
高台脇～体部横方向のケズリ、
削り出し高台、畳付砂自痕3ヶ所
内ロクロナデ、施釉、
見込み砂目痕3ヶ所

微細な
黒粒を
多く含む

胎75Yυユ灰

釉BY65/5s
くらい黄

良好 肥前系 (唐津)

2区 〕1区 SD1017 DllXllA区 際
皿

1/4

外 :体部ロクロナ六

高台脇枝方向のケズリ、肖1り 出し高台、

体部～高台内露胎

内:ロクロナデ、施釉、
算ユみ胎十日蕉4ヶ所

胎:10YR7/3

にぶい黄橙

釉:8Y75/3s

グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津)

2区 l区 SD1017 陶器
皿

(148) 1/4

外:体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付一部露胎
内ロクロナデ、体部鉄絵、施釉、
見込み砂目痕2ヶ所

胎25Y6/2灰 黄

顆BY75/3s
グレイみの黄

良好 肥前系 (絵唐津)

2区 1区 SD1017 り1001A区
アも生掘下哺

略
皿

外 体部～口縁部回転ナデ、

削り出し高台、高台露胎

内:体部～口縁部ロクロナデ、

体部鉄絵、見込み砂目痕、施釉

長雲、
微細な
黒粒を
少長含む

胎■OYR7/2
にぶい黄橙

釉おY75/3s
グレイみの黄

貞好 肥前系 (絵唐津)

499 2区 3‐ 1区 SD1017 略
皿

は61

外:体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付砂目痕4ヶ所、施釉
内コクロナデ、施釉、
見込み胎土目痕5ヶ所

徴細な
黒粒を含む

胎:N7/灰 自

釉■OYG6ン3s

グレイみの黄緑

良好 肥前系 (唐津)

2区 〕1区 SD1017 SD1001 陶器
皿

ぽ

形

ほ

完

外:体部～回縁部ロクロナデ、
削り出し高台、施釉、畳付砂目痕4ケ所
内コクロナデ、見込み砂目戻4ケ所

維維御

微
黒
多

胎N″灰白

釉もY■5/鶴

グレイみの黄

最 良 肥前系 (唐津 )

2区 31区 SD1017 ninnl A h 陶器
皿

外:体部～口縁部ロクロナス
高台脇積方向のケズリ、削り出し高台、
畳付釉剥ぎ
内:ロクロナデ、見込み砂目痕3ヶ所、
施釉

微品
黒粒を
少量含む

胎IN8/灰 自

釉BY6ン3s

グレイみの

オリーブ

良好 肥前系 (唐津)、 溝線皿

2区 3■ 区 SD1017 SD1001 陶器
皿

外 :ロ クロナデ、高台脇横方向のケズリ、

削り出し高台、施釉、

昼み付けに砂目痕

内 ロクロナデ、施釉

微細な
黒粒を含む

胎 N″灰自

釉■OYG75/3s
グレイみの黄緑

良好 肥前系

2区 31区 SD1017 磁器
皿

161) 完形
外1体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付釉剥ぎ以外施釉、
内ロクロナデ、染付け、施釉

脚 な
黒粒を
多く含む

胎:NνO灰自
釉:10YG85/1s

黄みのグレイ
最良 肥前系 (伊万里 )

2区 3‐ 1区 SD1017 ID1001畦 I

掘削時
磁器

皿

外:体部～日縁部ロクロナデ、
削り出し高台、高台内露胎
内!ロクロナデ、施釉

VIdな
黒粒を
多く合と

胎:Nν灰自

釉■OYG85/3s
うすい責緑

良好 肥前系 (伊万里)

2区 3‐ 1区 SD1017
iD1017A区

南半
瞬
皿

舛ロクロナ八 染付け、施釉
内:体部～口縁部ロクロナデ、染付け、
施釉、見込み蛇ノロ釉剥ぎ

脚 な
黒粒を含む

胎ワ5YG8/1
灰白
釉■2G75/3s

あかるい
グレイみの緑

良好
内面に補修の跡
(漆継ぎ)

2区 3‐ 1区 SD1017 磁器
青磁皿

(141) (241

外:体部～口縁部ロクロナデ、施釉
底部一部露胎
内:体部～口縁部ロクロナデ、施釉

徴細な

黒粒を

多く含む

胎:N8/灰 自

釉■OYG75/3s
グレイみの責緑

良好 肥前系 (伊万里 )

2区 3‐1区 SD1017 磁器
青磁皿 (1341

外1体部～口縁部ロクロナデ、
削りだし高台、高台脇～高台内露胎
内ロクロナデ、見込み蛇ノロ釉剥ま
施釉

触離鞘

胎■OYRン 2灰

釉■2G猛ン3s

あかるいグレイ
みの緑

良好 肥前系

2区 3■ 区 SD1017 ininnlRb 陶器
皿

(147)

外:体部～口縁部ロクロナテ
削り出し高台、施釉
内:ロクロナデ、施釉、
見込み砂目痕2ヶ所

徴組な

黒粒を

多く含む

胎うYν l灰白
釉おYアツ3s

グレイみの黄
良好 肥前系 (唐津)

2区 31区 SD1017 inlmlRБ 陶器
皿

(176)

外:体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付砂日漠4ケ所、施釉
内:ロ クロナデ、施釉、
見込み砂目痕4ヶ所

微Iuな

黒粒を

多く含む

胎iN8/灰 白

釉■OYG75/3s
グレイみの黄緑

良好 肥前系 (唐津 )

2区 3‐ 1区 SD1017
'D1001畦

メ

掘下時
磁器

皿
ほIF

完形

外:体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付砂付着、施釉
内:ロ クロナデ、見込み染付け、施釉

微4Hな

黒粒を
多く含も

胎 NV灰 自

釉■OYCr8 5/1s

うすい黄緑
最良 肥前系 (初期伊万里)

2区 3‐ 1区 SD1017 ,D1001A優
磁器
皿

(1341 1/2
外 i体部～口縁部ロクロナデ、

削り出し高台、畳付釉剥ぎ以外施釉

内 ロクロナデ、染付け、施釉

微細な
黒粒を
多く含む

胎INVO灰 自

釉116gB8 5/1s

青みの白

良好 肥前系

2区 3‐ 1区 SD1017 ,D1001A優
磁器
皿

(1341 (581 1/4

外:高台脇～口縁部下横方向のケズリ、

日縁部ロクロナス 削り出し高台、

畳付釉剥き以外施釉

内:ロ クロナス 栄付け、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎 N8/0灰 自

釉i16gB85/1s

青みの自

良好 肥前系
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第43表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (21)

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

ド報
=

調査熙 本報告 調査時
(長さ)

語
停

禁
∩

2区 3-1区 SD1017 働 1001 磁器
猪口

外1体部～口縁部ロクロナデ、

肖1り 出し高台、畳付～高台内露胎

内:ロクロナデ、施紬

微細な
黒粒を
多く含む

胎95Y″ユ灰自

釉■OYC85/1s
黄みの白

良好 肥前系 (初期伊万里)

2区 3‐1区 SD1017 D1017A匪

南半
磁器
小杯

(m)
外:ロクロナデ、施釉

内 ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎N8Ю灰白
釉■OYCy8 νls

青みの白
良好 肥前系 (伊万里白磁 )

2区 1区 SD1017 nlml△ h 磁器
碗

外 :体部～口縁部ロクロナデ、染付け、

施釉

内 ロクロナデ、施釉

微細な
黒粒を
多く合↓

胎 :9/自

釉■OYG85/1s
黄みの自

良好 肥前系

2区 1区 SD1017 鵡
碗

外:ロ クロナデ、施釉
内:ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎:9/白

釉■OYG&5/3s
うすい黄緑

良好 肥前系 (1/J期 伊万里)

2区 〕‐1区 SD1017 餘
碗

外:ロ クロナデ、/AL付 け、施釉

内ロクロナデ、施釉
維檻御

微

黒

多

胎:N″灰白

釉:12C85/1s

緑みの白

良好 肥前系

2区 〕‐1区 SD1017 鵡
碗

外ロクロナデ/染付け、削りだし高台、
畳付～高台内露胎
内コクロナデ、施釉

微細な
黒粒を
多く含む

胎N8/0灰 白
釉:12C85/1s

緑みの自

良好 肥前系 (伊万里 )

2区 ,1区 SD1017
掘下時

瞬
碗

外:体部～日縁部ロクロナ八
体部染付け、施釉、削り出し高台露胎
内:ロクロナデ

微細な

黒粒を

多く合j

胎IN8/0灰 白
釉■OYC/8ン ls

うすい黄緑
良好 肥前系 (初期伊万里 )

2区 l区 SD1017 SD1001 磁器
碗

外面:体部～口縁部ロクロナデ、
染付け(圏線2条、折枝竹文)、

肖1り 出し高台、昼付～高台内露胎
(鬼市施釉)内面:ロクロナデ、施釉

維粧舗

徴

黒

多

胎:N8/灰 白
釉■2C&ν3s

うすい緑
良好 肥前系

2区 1区 SD1017 SD1001
磁器
仏飯器

外ロクロナデ、体部～日縁部染付け、
底部以外施釉
内:ロクロナデ、施釉

維陸舗

微

黒

多

胎:N80灰白
rn■ OYGa5/1s
黄みの自

良好

2区 l区 SD1017 磁器
仏飯器

外:杯部ロクロナデ、施釉、
脚部ロクロナデ、底部は回転糸切り?、

一部露胎
内I杯部ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎:NνO灰 自

釉■OYG85/1s
黄みの自

良好 肥前系 (伊万里)

2区 〕‐1区 SD1017 lllllXllB優
磁器
青磁碗

外 :体部ロクロナ六 肖」り出し高台、

畳付～高台内一部鉄釉? 施釉

内ロクロナデ、見込み文様? 施釉

微剰な
黒粒を
少量含む

胎 N6/灰
釉■llYG7 5/3s

グレイみの黄緑

良好

524 2区 l区 SD1017 磁器

香炉脚
卿のあ

外:ナデ、施釉
内:脚の上部に文様P

微細な
黒粒を
多く含む

胎IN7/0灰 白
釉■2Cri 5/3s

あかるい

グ財 みの緑

良好 肥前系 (伊万里 )

525 2区 31区 SD1017
'DllXllC区

鵡
鉢

外ロクロナデ、体部染付け、施釉
内ロクロナス 見込み染付け、施釉

徴 VIIな

黒粒を

多く含む

胎75Y8/1灰 白
釉■OYC.8ン ls

黄みの自
良好 肥前系 (伊万里)

2区 3‐1区 SD1017 鰐
碗

141) 小片
外:体部ロクロナデ、雷文、施釉
内コクロナス 施釉

微細な
黒粒を

多く含む

胎
'5Y6/1オリーブ仄

釉■OYG55/5s
にぶい黄緑

良好 龍泉窯系、上日分類C群

2区 3‐1区 SD1017 ,DllXllB区
磁器
青穂碗

1126) 1/12
外ロクロナデ、線描の連弁文、施釉
内:ロクロナデ、施釉

微細な
黒粒を
多く合む

胎:Nν灰白
釉■OYG65/3s
グレイみの黄緑

良好
龍泉窯系、
上田分類B― IV

2区 }1区 SD1017 DllXllC区
磁器
皿

1/3
外i体部～口縁部ロクロナデ、
削り出し高台、畳付毎胎、施釉
内ロクロナデ、施釉、胎上目痕5ケ所

微細な
黒粒を
多く含む

胎州7/灰 自
釉BY6 ν3s

グレイみの黄
良好

高麗か李朝?

底部の割れ口に媒付着

2区 }1区 SD1017 ninnl r廟 磁器
青磁碗

小片
外:ロ クロナデ、細連弁文、施釉
内コクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎ク5Yνl灰白
釉■OYG6r。 /3s

グライみの黄緑
良好 龍泉窯系

530 2区 31区 SD1017 れinniβ h 磁器
青磁碗

小片
外:ロクロナデ、鏑蓮弁、施釉

内コクロナデ/ナデ、施釉

微細な
黒粒を

多く含む

胎:N7和灰白
釉■OYG75/3s
グレイみの黄緑

良好 龍泉窯系

2区 3‐ 1区 SD1017
磁器
青磁碗

外:体部ロクロナデ、銘蓮弁、
肖∬り出し高台、畳付釉劇ぎ、

高台内露胎
内:ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

少量含む

胎:N7/0灰 自
釉:iOYG55/3s

グレイみの
オリーブグリーン

良好
龍泉窯系、
横田 森日編年二7かⅡ茶

2区 3‐ 1区 SD1017 鵡翻
外:体部ロクロナ六 削り出し高台、施釉
内ロクロナア、施釉

微細な
黒粒を
少量含む

胎:75Y7/1灰自

釉110YG5 5/1s

あかるい

オリーブみの
グレイ

良好
龍泉窯系、
横田森田編年Ⅳ類
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第44表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (22)

掲載 調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 。 調 整 胎 土 色 調 焼 成 備 考

番号 本報告 調査時
日径 罐

ｍ 絲
園

礎大密
車 さ

2区 )1区 SD1017 DllXllB厩 瓦
�

O帥 : (115)
外:ナ デ
内:ナ ス 布目痕?

長婁
外5Y6/1灰
内:5Y7/1灰 白

良好
胴部に瓦の固定用
釘穴?を有する

534 2区 3‐1区 SD1017 ,Dllllll畦 メ

掘下時
瓦

軒丸瓦

外 10YR7/1
灰白
内■OYR7/1
灰白

良好

2区 3-1区 SD1017 れlmlr5 瓦
軒平瓦

小片
外:ナ デ
内サデ 石片赤

外75Y3/1
オリーブ灰

内N3/0暗灰

良好 内面外面に媒付着

2区 3■区 SD1017 陶器
人形

的綱な
黒粒を

多く含む

歩(10R3/1
暗赤灰
内:5YR6/4

にぶい橙

良好 備前焼?

2区 3‐ 1区 SD1017 陶器
加工円盤

71・ 測り出し高台、畳付回転糸切り、
露胎
内ロクロナス 施Th

石長

胎25Y8/1灰 白
釉るy03ツ 5s

こい黄みの
プラウン

良好 瀬戸焼

2区 31区 SD1017 陶器
加工円盤

舛削りだし高台、露胎
内:ロクロナデ、施釉

石長、
四 な
黒粒を
少量含む

胎ワ5Y8/1灰自
内:鉄釉 良好 瀬戸焼

2区 〕‐1区 SD1017 D1001臨

掘肖I時

陶器
加工円盤

舛削り出し高台、畳付釉剥ふ
砂目痰3ケ所
内コクロナス 施釉 む

な
を
含

脚
翻
娠

胎■OYV/1
灰自
釉■OYG75/1s
黄みのグ財

良好 肥前系 (唐津)

540 2区 1区 SD1017 磁器
加工円盤

“

外削り出し高台、畳付～高台内露胎
内:ロクロナス 施釉 長

胎N8/灰 白
釉18Y65/5s

くらい黄
良好

2区 〕1区 SD1017
陶器

加工円盤

外削りだし高台、露胎
内:ロクロナデ、施和

a14Mな

黒粒を
多く含む

胎75YR7/3
にぶい橙

良好

2区 〕‐1区 SD1017 DllllllB区
陶器

加工円盤
弔

外肖」りだし高台、露胎
内|ロクロナス 齢 石

胎5Y8/1灰 白
rA:6y045/3s
グ財 みの
ブラウン

真好 瀬戸焼

543 2区 チ1区 SD1017 陶器
加工円盤

外削りだし高台、畳付回転系切り、
露胎
内:ロクロナス見込み蛇ノロrh剥ぎ

鰤 な
黒粒を
多く含む

胎■OYR7/1
灰白
釉■4BG55/3s
グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津)

544 2区 3‐ 1区 SD1017 lDllXllA優
瓦

加工円盤
“

凸:ナデ

凹:布日彫 ナデ
長雲

外Nν灰
内:N4/灰 良好

545 2区 3-1区 SD1017
瓦

加工円盤
1/1

テ

デ
け
け

71N4/灰
内N4荻 良好

546 2区 )‐1区 SD1017 SD1001
瓦

加工円盤
1/1

メ

デ

ナ

ナ

凸

凹
石 片

外N4/0灰
内:N4/0灰 良好

2区 ,‐ 1区 SD1017 土製品
土錘

外丁寧なナデユビオサエ 長婁赤

jr5YR6/4

にぶい橙 良好

608 2区 〕1区 SD1018 SD1002 土師質土器
小皿

ぼ

形

ほ

完

外:体部～口縁部回転ナデ、

底部回転糸切り
内1回転ナア

石片赤、
微砂粒を
多く含む

外:75YR″ 6橙

内175YR8/4

浅責橙

最良

609 2区 〕-1区 SD1018 締
麟

須

こ
1/12

妹体部～口縁部回転ナデ
内林部～口縁部回転ナデ 粧ヽ御

長

砂

多

外頭7和灰白
内N7/Or自

良好

口縁外面に重ね焼き痕、
東播系、
森日稔編年
第Ⅲ期第1段階

2区 1_ク 瞑 SD1022 SD1004 陶器
壷

i18つ )

71・ 底部周縁ロクロナデ/ナデ、

底部ヘラギリ?/ナデ

内ロクロナ弟かナデ

石長雲、
砂粒を
多く含む

外ユORν 4赤灰
内■OR5/4赤灰 良好 備前焼

2区 3‐2区 SD1025 SD1008
磁器

合子蓋
1/4

外ロクロナス 施釉
内:ロクロナデ、日縁～かえり露胎 鰍識都

胎うYS/1灰 自
釉■OYG8 ν3s

うすい黄緑
良好

2区 3‐ 2匠至 SD1025 SDllX18
土師質土器

杯

外 体部回転ナデ、

底部回転ヘラや

'?´

板目痕

内:回転ナス 底部ユビオサエ/ナデ

石赤、

徹砂粒を

多く合む

外 5Y暫/6橙

内■OYR8/3
浅責澄

良好
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第45表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (23)

壼剛

直
巧

調査 区 逮 構 番 号
器  種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 暁成 備 考

報ヽを 本報告 調査時 摩
［

器高
厚さ|

撃
０

2区 3ワ区 SD1025 SDlCX18 磁器
/1ヽ 杯

底部
1/2

外削り出し高台、施釉
内:見込み文様、施釉

石赤、
微砂粒を
多く含む

胎INνO灰 自

釉:16gB8う/1s

青みの白

良好 肥前系 (伊万里 )

2区 3‐2区 SD1025 SD1008 瓦器
椀

外体部ユビオサエ/ナ ス
日縁部ヨヨナデ
内:ヨ ヨナデ/ナデ/暗文

蜘 な
黒粒を
少量含む

91・ NνO灰
内N5/0灰

良好
和泉型、
尾上編年H期 -2

2区 3つ区 SD1025 SD1008 土師質土器
羽釜

(252) 1/12
外Ч本部ユビオサエ/ナス
目縁部ヨヨナデ
内〔体部ナ六 口縁部ヨヨナデ

石片、

搬砂粒を

含む

タドIllYR3/1
黒褐
内■OYW/4
にぶい黄緑

良好 外面煤付着

2区 〕‐2区 SD1025 SD1008 土製品
土錘

デ

デ

ナ

ナ

外

内‥
〔長筆片赤

舛 25W/1灰 白
内:Z5Y7/1灰白 良好

2区 〕ワ区 SD1026 SD10117
土師質土器
すり鉢

小片
外 :体部下ヨヨナデ、底部ヘラや ,/

粗いナデ

内:ヨ コナデ/ナ デ

石長、
徴砂粒を
多く含む

71・ ■5YR7/3
にがい澄
内■OYRツ 1

灰白

良好

628 2区 〕2区 SD1026 SD1007
質
釜

瓦

羽
1/6

外本部ハケロ/ナス 鍔～

口縁部ヨヨナデ
内:ユビナス 板ナデ

石長雲赤

舛 10VR7/3
にぶい黄橙
内757R7/4
にぶい橙

良好 炭素未吸着

2区 〕ワ区 SD1026 SD1007
土師質土器

羽釜

外体部ユビオサエ/ナ デ、
日縁部ヨコナデ
内:体部～口縁部ヨヨナデ/ナデ

石片赤
舛 5YR5/4
にぶい赤褐
内:5YR6/6橙

良好 外面媒付着

2区 3つ区 SD1026 SDllX17
土師質土器

焙熔
外面i回転ナデ
内面:回転ナデ 石長雲赤

外6YR6/6橙
内6YRν6橙 良好

2区 3認区 SD1026 SD1007 謎
継

須

こ
小片

外 回転ナデ

内:回転ナデ

石長片赤、
微砂粒を
含む

外N6狗灰
内ぶ5/阪 良好

東播系、
森田稔編年の第Ⅲ期、
重ね焼き

2区 3つ区 SD1026 SD1007 陶器
皿

弔

外体部～日縁部ロクロナデ、
肖Jり 出し高台、高台内一部霧胎
内ロクロナデ、施釉、
見込み胎土目痕5ケ所

石片、
微砂粒を
含と

胎:25W7/1灰自
釉■OYGイν3s

グレイみの黄緑

良好 肥前系 (蒼津 )

2区 3-2透至 SD1026 SD1007 陶器
皿

7/8

21・ 体部～口縁部ロクロナス
高台脇回転ケ刺 、削り出し高台、
釉は器の半分
内:ロクロナデ、見込み砂日痕銹所、
釉は器の半分

041fな

黒粒を
多く含む

胎25YR6/6職
釉(外)1叫G7レよ
グレイみの責緑
(内 )10YG8ν 0

あかるいグレr

良好

634 2区 32区 SD1026 SD1007 陶器
皿

外体部ロクロナス 肖1り 出し高台、
高台脇～高台内露胎、体部下釉だま

'内:ロクロナス 見込み蛇ノロ釉剥ぎ、
施釉

石、
微砂粒を
多く含む

釉:(外)8Y75/〔

グレイみの黄
(内)10YG55々
にぶい黄緑

良好
肥前系 (唐津)、

高台の一部に媒付着、
内外面t・Aの掛けわけ

2区 32区 SD1026 SDllX17 解
皿

(“ ) 1/4

外体部ロクロナデ、
高台周縁横方向のケズリ、
肖1り 出し高台、高台以外施釉
内:ロクロナ六 施釉、
見込み胎土目痕″所

胎 5Y6/1灰
釉:8Y65//3s

グレイみの黄

良好
高台内に煤付着
(灯明皿に転用か?)

2区 3‐2区 SD1026 SD1007 陶器
灯明皿

3/4 外 EHH転ヘラケ翔
内〔ロクロナデ

む

な
を
含

脚
翻
嬉

外:■5YR4/2
灰褐
内2 5YR4″
灰赤

良好 備前焼

2区 モ,阪 SD1026 SD1007
器
皿

陶
大 (101)

外面:体部ロクロナデ、削り出し高台、
畳付回転糸切り、体部～高台内露胎
内面ロクロナス 施釉、
見込み胎土目痕2ヶ所

微砂粒を
含む

胎5YR棘褐
釉:(内 )8Y&5/3s

うすい費

良好
肥前系 (唐津)、

見込みに墨跡

2区 毘 区 SD1026 SDl∞7
陶器
大皿

舛体部下回転ヘラケ翔 、
肖Jり 出し高台
内:ロクロナス 見込み胎土目涙6ヶ所

微細な
黒粒を
少量含む

胎6YR5/4
にぶい赤褐
釉:(内)4045/3s
グライみのブラウン

良好 肥前系 (唐津)

639 2区 }2区 SD1026 SD1007
陶器
小杯

外:体部～口縁部ロクロナデ、
底部回転系切り、体部下～底部露胎
内コクロナデ、施釉

石片、
微砂粒を
多く含む

胎:Z5YR6/2

灰褐
釉8Y&5/3s
うすい黄

良好 肥前系(山唐津)

640 2区 〕2区 SD1026 SD1007 陶器
碗

1/2
外本部ロクロナデ/ユピオサエ、
削り出し高台、畳付露胎
内:ロ クロナス 施釉

石片、
脚 な
黒粒を
少量含む

胎6YV叛白
釉おY75/3s
グレイみの黄

良好 瀬戸焼

2区 〕‐2区 SD1026 SD1007 陶器
碗

外体部ロクロナナス 削り出し高台、
畳付以外施釉
内:ロクロナ六 施釉

徹細な
黒粒を
少量含む

胎ワうYνl灰自
釉BY85/3s
うすい黄

良好

642 2区 と,政 SD1026 SDllll17
陶器
碗

(製 ) 3/5
外 Th部ロクロナデ、肖Uり 出し高台、施釉
内:ロ クロナデ、施釉 長雲赤

胎:10YR3/4

浅黄橙
釉:6y055/5s

あさい黄みの
良好 肥前系 (唐津)
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第46表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (24)

掲載
番号

調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼成 備 考

報ヽぞ 本報告 調査時
口径 離

ｍ 綿
回

註大ぞ

2区 32区 SD1026 SD1007 略
碗

1/4
外体部ロクロナス 肖Jり 出し高台、

高台脇釉湛 り
内コクロナデ、施釉

石

胎:10YR6/3

にぶい黄橙
釉24RP85/1s
ピンクみの白

良好 肥前系 (唐津)

鯉 2区 〕‐2区 SD1026 SDlCX17 略
壷

(124) (弔 )

1/2

外:体部ロクロナデ、

底部回転ヘラギリ/ナデ

内:ロクロナデ

石長、

微砂粒を

多く含む

外:10YR5/3

赤褐
内■OYRν 3

赤褐

良好 備前焼

2区 3‐2区 SD1026 働 1007 陶器
鉢

(1601
]縁司
小片

外ロクロナデ
内:コクロナデ

石長片赤、
微砂粒を
多く含む

外10YR6/3
にぶい黄橙
内■OYR7/3
にぶい黄橙

良好

646 2区 3‐ 2優二 SD1026 SD1007
瓦質
火鉢

舛体部ナデ/ヘラミガキ、

底部ユビオサエ、ナデ

内1体部ナデ/ハケ(4～ 7条 /cal)、

底部ハケ(4条 /cI)/ナ テ

石赤
舛 N3/0暗 灰

内:N4/0灰 良好 外面煤付着

647 2区 32区 SD1026 SD1007 際
奏

外体部ロクロナデ/櫛状のもので施文、

頭部～口縁部ロクロナデ
内:体部ロクロナス
頭部～口縁部ロクロナデ/ナデ

石片赤、

砂粒を含む

外■llYR5/1

褐灰
内:■5YR4//2

灰褐

良好 備前焼I期

648 2区 3‐2区 SD1026 SD1007
陶器
すり鉢

小片
外口縁部ロクロナデ
内:体部ロクロナデ/すり日、
口縁部ロクロナデ

石長片赤、
微砂粒を

多く含む

舛 25YR6/2
灰赤

内ワ5YR6//1

灰赤

良好
備前焼V期 、
外面日縁下に重ね焼き痕

649 2区 〕ワ区 SD1026 SD1007
陶器
すり鉢

外ロクロナデ

内1体部ロクロナデ/すり目(4条 /cm)、

口縁部ロクロナデ

石長雲、

砂粒を

多く含む

外〔10R4/2灰赤
内■OR4/ユ

暗灰赤
真好

備前焼V期、
外面口縁下に重ね焼き痕

650 2区 〕ワ区 SD1026 SD1007 瞬
皿

1/6

外体部～口縁部ロクロナデ、
肖1り 出し高台、高台脇～高台露胎
内:ロクロナデ、
見込み中央妙 目釉剥ぎ

細 な
黒粒を
少量含む

胎鬱5Y8//1灰 白
釉8Y7ν 3s

グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津 )

2区 〕宅区 SD1026 SD1007
精査 蹴翻

外:体部下ロクロナス 削り出し高台、

畳付～高台内露胎
内ロクロナス 体部文様、

見込み片彫りの文様、施釉

微細な
黒粒を
少畳含む

胎9う Y7/1灰 自

縮おY5うかs

くらい黄

良好
龍泉窯系、
績田 森日編年I-4?

2区 3‐2区 SD1026 SDlllt17

畦掘削時
朧
皿

1/8

舛高台脇回転ケ翔 、削り出し高台、
露胎
内:ロクロナデ、施釉、
見込み砂目痕3ヶ所

微細な

黒粒を

多く含む

胎6Y″I灰白

釉■叫 Gア5/1s

黄みのグレイ

良好 肥前系 (唐津)

2区 3‐2区 SD1026 SD1007 磁器
皿

舛体部ロクロナデ、剤り出し高台、
畳付釉剥ぎ、施釉
内:体部ロクロナデ、染付け、施釉、

見込み蛇′目釉剥ぎ

8YZ5/1s
黄みのグレイ 良好 波佐見

2区 32区 SD1026 SD10117
磁器
碗

ヽ熊 部～口縁部ロクロナ云
削り出し高台、施尉
内コクロナス 施釉

微細な
黒粒を
少量含む

胎10YR3/4浅 黄進
釉おY45/r」 sォ リー:

(底)6y02473s

グレ″みのブラウン

良好 清朝、度鯨手のタイカ

2区 ,‐2区 SD1026 SD1007 朧
碗

外ロクロナ六 ツ団寸け、施釉
内:ロクロナ六 施釉

鞠 な
黒粒を

多く含む

胎N8/灰 白
釉■2C85/1s

緑みの自

良好 肥前系 (伊万里)

2区 〕2区 SD1026 働 1007 齢
碗

外コクロナ六 染付け、施釉
内ロクロナ六 染付け、施釉

4LtXmな

黒粒を

多く含む

胎:Nν灰自

釉:12C85/1s

緑みの白

良好 肥前系 (伊万里 )

2区 〕‐2区 SD1026 SDlα〕7
磁器
青磁碗

外削り出し高台、高台内露胎
内:ロクロナス 施釉

胎25Y6/1黄灰

釉 :♂r■5/3s

グレイみの黄

やや

不良
龍泉窯系

658 2区 〕宅区 SD1026 SI)1007 磁器
皿

外:体部ロクロナデ、染付け、碁笥底、
底部以外施鵜
内ロクロナス 染付け、施釉

微細な
黒粒を

多く含む

胎:75YM/3
にぶい橙
釉:10YC8 νls

黄みの白

良好 中国、青花確器

2区 3つ区 SD1026 SD1007 餘
碗

外:体部ロクロナス 施釉、
削り出し高台、高台内露胎
内:体部ロクロナス 底部ロクロナデ/

文様、施縮

胎:ユ OYR3/1
灰白
釉おY6う /3s

グレイみの黄

良好
龍泉窯系、
横田、森口編年のI-6?

660 2区 32区 SD1026 SD1007
磁器

線香立て
(1001 1/8

舛体部ロクロナ六 染付け、
口縁部ロクロナス 施釉
内,ロクロナア、釉の掛けわけ
(口縁部灰釉、体部鉄釉)

胎珍577/1灰 白
釉■OYg FD/1s
グレイみの責緑

良好 波佐見、口錆か?

2区 3ワ区 SD1026 3D1007
精査

磁器
線香立て

外:体部ロクロナデ、肖Jり 出し高台、

高台外面 畳付以外施釉
内ロクロナデ、露胎

微剤な
黒粒を
多く含むa

始7副暫/altぶ v輩

釉:(外)叫 9巧 3s

′舅みの黄緑
(内)μ8開師すヤ瑣
白釉(高古内)

良好

2区 3‐2区 SD1026 SDllX17
須恵器

加工円盤
外平行タタ■
内:青海波紋

微砂粒を

多く含む

外 25Y7/1灰白
内珍5Y7/1灰 白 良好

-173-



第47表 出上遺物観察表 土器・陶磁器。土製品 (25)

４
潮

日
巧

調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 斃成 備 考

本報
=

円査R 本報告 調査時 唯
謎 (幅 )

局
ｄ

喬
厚 肇

ω

2区 32区 SD1026 SD1007 陶器
加工円盤

1/1 外:削り出し高台、畳付露胎
内ロクロナス 施釉

胎:10YRVI
灰自

良好 波佐見、日鋪か?

664 2区 W区 SD1026 SD1007
精査

陶器
加工円盤

13 外肖」り出し高台、釉半分掛けわけ
内:ロクロナス 釉半分掛けわけ

石 片

胎つ6Y7ρ灰黄
釉:灰釉と鉄釉の
掛け分I)

良好

2区 え_9康 SD1026 SD1007
陶器

加工円盤
外ロクロナデ
内:ロクロナデ

石長、

徹砂粒を

少量含む

外うYR3/1黒褐
内:6YR5/1褐 灰

良好

2区 とつ政 SD1026 SD1007 磁器
加工円盤

外ロクロナス 腕
内コクロナス 施釉

alldな

黒粒を
多く含む

胎:N8/灰 自

芽歯:12C85/1s

緑みの白

良好

2区 32区 SD1026 SD1007
瓦

加工円盤
17

デ

デ

奸

内‥ 石長雲
外N6/1灰

内珍うY7/1灰 自
良 好 瀬戸擬

668 2区 32区 SD1026 働 1007
平瓦

加工円盤
弔 誡 石長片赤

外:N4/灰

内:N4/灰 良好

2区 3‐2区 SD1026 SD1007 瓦
加工円盤

外ナテ/ヘラミガキ
内:ナ デ/ヘラミガキ

石、
徹砂粒を
多く含む

外NV恢
内ぷ4/0灰 良好 その他1こ小片Iあり

670 2区 3つ 区 SD1026 SD1007
瓦

軒平瓦
小片 外:ナデ

内〔ナデ

赤 、

徹砂粒を
多く合tF

外25Y″ 1灰白
内25Y″ 1灰自

良好

2区 1_,反 SD1026 SD1007
土製品
泥面子

完形 石長片赤 舛 5YR6/6澄 良好

672 2区 〕‐2区 SD1026 SDllll17
土製品
土錘

1潟
外iユビオサエ、ナデ
内:ナデ 石長雲

外N4/灰
内N5荻 良好

2区 〕2区 SD1026 SD1007 土製品
土錘

2努 外ユピオサエ、ナデ 石 片 外 10R5/6赤 良好

2区 〕‐2区 SD1026 SD1007 土製品
土錘

タトナデ 石長雲

外ワ5YR5お
明赤褐
内ワ5YR6/6褐

良 好 土錘の一種 (大型)

687 2区 3ワ区 SX1007 SX1001 土師質土器

皿
1/8

舛体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリνナ月こより
切り離しの痕跡を消す
内林部～目縁部回転ナス
底部回転ナ月トナデ

石赤

外 10YRレ ワ
灰白
内■OYR8/2
灰白

良好

688 2区 3‐2区 SXllll17 SXlα)1
陶器
向付

小片
舛ロクロナ六 鉄絵、施釉
内:ロクロナ八 施釉

石長、

微細な

黒粒を

少量含む

胎ワ5Y″1灰自

釉BW75/1s
黄みのグレイ

良好

2区 32区 SX1007 SX1001 鰐
碗

(102) 1/10
外:ロクロナス 施釉
内コクロナス 施釉

む

な
を
含

鰤
翻
蛙

胎25W7/1灰 自

釉 8Y75/3s
グレイみの責

良好

690 2区 1_9反 SX1007 SX1001
磁器
青磁碗

1/8 妹ロクロナス 施釉
内:ロクロナス 施釉

細 な
黒粒を
多く含む

胎 9/自

釉■OYG75/3s
グライみの黄緑

良好 志野焼

2区 SX1007 SX1001
陶器

加工円盤
外 :ナデ

内|ナデ

石長、
微秒泣を

多く含む

外■5R5/8
にぶい赤褐
内ワ5YR3/1
暗赤灰

良好 備前焼?

692 2区 3‐ 2区 SX1007 SX1001 陶器
大鉢

Z4υ
ヨ径C
1/9

外体部～口縁部ロクロナス
日縁～体部中施絹
内:ロクロナデ/刷毛日、施釉

胎:5Y4/1灰

釉:(外 )6yOa5/8

くらヤツ舅みのカウン

(内 )10YG■5/8s

グレイみの歯緑

良好 肥前系 (唐津)

2区 3-2区 SX1007 SX1001 土製品
土玉

完形 71.ナ デ 石長雲赤 外:10YR7/3

にぶい黄橙 良好

700 2区 3‐2区 SP1440 SP1014 土製品
鋳型

小片 外ヨヨナデ 石片赤
外 10YR6/2
灰黄 良好 時代は共伴物から推定
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第48表 出上遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (26)

掲載 調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量  (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 焼 成 備 考

番号 本報告 調査時
(長さ)

中ｍ (厚さ)

蔵大俗 襲
ω

コЭl 2区 31区 SP1453 SP1019
土師質土器

杯
1/5

外 :体部～日縁部回転ナデ、

底部丁寧なナデイこより

切り離しの戻跡を消す

内:回転ナデ

長雲赤 外i75Y鷲 浴

にぶい橙
良好

702 2区 〕1区 SP1453 SP1019 鵡
碗

外 1体都～日縁部ロクロナデ/

染付け(回線3条、竹文 )、 施釉

内:ロクロナデ、施釉

微細な
黒粒を
多く含む

胎 N8Ю灰自

釉i10YG85/ユ s

責みの自

良好 肥前系

705 2区 1区 SP1465 SP1031
陶器
皿

137) 1/12
外ロクロナデ、施釉
内:ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎 N8/灰 自

釉:10Y95/ユ s

黄みのグレイ
貞好 肥前系 (唐津)

2区 1区 SP1465 SP1031
陶器

加工円盤
外増1り 出し高台、畳付釉剥ま 施釉

内コクロナデ、施釉

微細な
黒粒を
少量含む

胎:10YR8/1

仄白

釉もYa5/3s
うすい黄

良好 信楽焼

2区 1区
壁面整形
側溝掘削

当面整形
側滞掘削

略
皿

外1体都～曰縁部ロクロナデ、
高台脇横方向のケズリ、削り出し高台、
体部下～高台内露胎
内:ロ クロナデ、施釉、

胎25Y″3浅責

釉BY7ツ5s

におい黄

良好
肥前系、見込みの

胎土目1こ墨付着

2区 3■ 区 等締 編 音 瞬
皿

1/4

外:体部～口縁部ロクロナデ/

ユビオサエで輪花を成形、
高台削りだし、畳付以外施釉
内:体部～口縁部ロクロナデ/

ユビオサエ、染付け、施釉

微細な
黒粒を
多く含む

胎つ/自

釉■4BG&シ ユs

ピンクみの自

良好

2区 3■ 区
西側

側溝掘削
西側

貝J溝掘肖

磁器
碗

外 :体部～口縁部ロクロナ六

萬台脇～体部横方向のケズリ、

削り出し高台、畳付釉剥ぎ、施釉

内:ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎7 5GY8/1
明緑灰

釉:12Cr8 5/1s

緑みの色

貞好 日鋳

2区 と区
南側

側溝掘削
南側

貝〕溝掘音
鵡
碗

1/4
外ロクロナ八 施釉
内ロクロナデ、施釉

微細な
黒粒を
多く含む

胎 Nν灰自

釉 :lσrG75/3s
グレイみの黄緑

良好

715 2区 l区
磁器
碗

外ロクロナ六 施釉
内ロクロナデ、施釉

微細な

黒粒を

多く含む

胎つ/白

釉BY65/5s
くらい黄

貞好

2区 と区

調査区
西側
入力掘

調査区

西側

人力掘

瓦

加工円盤
凸:ナ デ

凹サデ
石片赤

舛25Y7/1灰白
内:25Y8/1灰 自 良好

2区 と区 軽船 銅 普| 窪織 堀 普| 陶器
加工円盤

舛削り出し高台、高台～高台内露胎
内:ロクロナ六 施釉

脚 な
黒粒を
少量合む

胎25Y7/2灰 黄

釉:12C85/1s

緑みの自

良好

2区 l区 黎締 婦 普| 瓦
加工円盤

ナ

ナ

凸

凹
石長雲

舛 Nν灰

内 Nク灰 良好

2区 〕1区 瓦
軒平瓦

小片
凸:ナ デ/ヘラミガキ

凹:ヨ ヨナデ
石片赤

舛 Nク0灰

内:NυO灰 良好

2区 〕‐1区
瓦

軒平瓦
小片

凸:ナ デ/ミガキ

凹:ユビオサエ、ナデ 石片
外5Y6/1灰
内:5Y6/1灰 良好

721 2区 〕2区 (力掘肖
土製品
土錘

13 13
tttIF

完形
外ユビオサエ、ナデ

石赤、
微砂粒を

多く含む
舛 25YR6/6橙 良好

727 3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器

皿

外 :体部回転ナ六

底部回転ヘラギリか?/板ナデ、

ナデにより切り離しの痕跡を消す
内:体部回転ナ六 底部回転ナデ/ナデ

石長赤、

微抄粒を

含む

外6YR7/4
にぶい橙

内
`YR7μにぶい橙

良好 基書土器

3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器

皿

外:体部～日縁部回転ナ六
底部回転ヘラや

'?/ナ

テにより
切り離しの痕跡を消す/墨書
内:回転ナデ

石雲赤
75YR8/3
浅黄橙 良好 墨書土器

3区 2区 SK1074 SK1006 土師質土器
杯

3/4

舛体部～日縁部回転ナデ、
底部回転ヘラギリP/ナデにより
切り離しの痕跡を消す/墨書
内:回転ナデ

長雲赤
舛 5YR7/6橙
内6YR7/6澄 良好 墨書土器

3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器

杯

外 体部～日縁部回転ナデ、

底部回転ヘラギリ?/ナ デにより

切り離しの痕跡を消す/墨書

内:体部～日縁部回転ナデ、
腐瓢回転ナデ/一乱ナデ

長雲片
外25Y7カ灰責

内■OYR7/2
にぶい黄橙

良好 墨苦土器

3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器

皿

外 :体部回転ナデ、

底部回転ヘラギリか?/

ナデにより切り離しの痕跡を消す/

板目痕
内:体部回転ナデ、底部回転ナデ/ナデ

石雲赤、

微砂粒を

含む

外7 5YR7/1
明褐灰

内■OYR7/1
灰白

良好

-175-



第49表 出土遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (27)

掲載
番号

調 査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色 調 焼成 備 考

卜報t 調査熙 本報告 調査時
口径 底 径 縮

回
註大/g 重 さ

3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器
灯明皿

外 :体部～回縁部回転ナス

底部回転ヘラギリP/ナ デにより

切り離しの痕跡を消す/板 目痕

内i体部～口縁部回転ナス
虞都 FBI転ナデ/ナデ

石片赤

胎■OYR7/3
にがい黄澄

和7 5YR6れ
にがい澄

良好
口縁部に媒付着戻あり、
灯明皿に転用

3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器

杯

外:体部～口縁部回転ナ八
底部チデにより切り離しの痕跡を消す
内:回転ナデ

石雲赤

外7 5YR6/3
にぶい橙

内:75YRO/2

灰褐

良好
内面外面に黒斑、

灯明皿

3区 2区 SK1074 SK1006
土師質土器
茶釜

外 i体部～口縁部ヨヨナデ/ナデ

内:体部ユビオサエ/ヨ コナデ、

口縁部ヨヨナデ

長雲赤、

砂粒を

多く含と

外:iOYR″ 3

にぶい黄橙

内■OYRン 1

灰自

良好 内面煤付着

3区 2区 SK1074 SK孔 006 土師質土器
焼塩壼

17
ほIF

完形

外 :体部～口縁部ナオ

底部ユビオサエ、ナデ

内サデ

石長雲片赤
外?5YR6お橙

内2 5YR6/8橙 最良 焼き塩壷の蓋

3区 2区 SK1074 SK1006 土師質土器
焼塩壷

外1体部～底部ヨコナデ/ナデ
内:体部ヨコナデ、底部ナデ

石片赤
外 :ア5YR6/6橙
内75YRν 6袴 良好

輪積み成形、無刻印、

堺焼き塩壷の形式分類から、

Ia期 (1615～ 1630)の ものか?

金富母含まず

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器
皿

外 1体部～回縁部ロクロナ六

底部周縁横方向のケズリ

内:ロクロナデ、施釉
石

胎95Y7/1灰
釉BY65/3s
グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津)、 溝縁皿

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器
皿

]径互

1/16

外:ロクロナデ
内ロクロナデ

長、

微細な

黒粒を含む

胎6Y6/1灰
釉:8Y65/3s

グレイみの黄

良好

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器

皿

外:高台脇横方向のケズリ、
高台脇～高台内露胎
内:底部ロクロナデ、施釉、砂目痕2ヵ所

長雲、

微細な

黒粒を

少量含む

胎75Y6/1灰
釉:8Y65/3s

グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津 )

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器

皿

外コクロナデ、釉の掛け流し

内コクロナデ、鉄絵、施釉

長雲、

微細な

黒粒を

少量含む

胎 25Y7/ユ灰

釉:8Y65/3s

グレイみの黄

良好 肥前系 (唐津)

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器
皿

製 3麗

外:体部～口縁部ロクロナデ、
底部周縁横方向のケズリ、
削り出し高台、Th口縁部に施し、
一部高台まで垂れる
内ロクロナデ

長 、

微細な
黒粒を含む

胎ク5Y7/3浅 黄

釉BY55/5s
くらい責

良好 肥前系 (唐津)

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器
皿

外:体部回転ナデ、
高台脇横方向のケズリ、削り出し高台、
体部下～高台内毎胎
内:体部～日縁部回転ナデ、
底部胎土日痕3ケ所

胎:10YR7れ

にがい黄橙

釉BY8 ν ls

黄みの自

最良 肥前系 (唐津)

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器

皿
1/4

舛体部ロクロナデ、削り出し高台、
体部中～高台内露胎、釉だれ
内:ロクロナ六 施釉、
見込み砂目痕3ヶ所

石 、

微細な
砂粒を
多く含む

胎25Y″ 1灰白

釉BY65/3s
グレイみの責

良好 肥前系 (唐津 )

744 3区 2区 SK1074 SK1006 略
皿

外 高台脇横方向のケズリ、

高台腸～高台内露胎

内:体部～底部ロクロナデ、

見込み胎土目痕4ヶ所

石 片

胎■OYW/3
にぶい黄橙

釉■OYσ 5/3s

グレイみの黄緑

良好 肥前系 (唐津 )

3区 2区 SK1074 SK1006 略
皿

轍
И

外高台脇～体部横方向のケズリ、
肖1り出し高台、体部下～高台内露胎、
畳付砂目痕3ヶ所
内:底部平坦、施釉、砂日痕3ヶ所

石片、
微細な
黒粒を含む

胎2 5Yν2Fx黄

釉BY6ン3s

グレイみの黄
良好 肥前系 (唐津)

746 3区 2区 SK1074 SK1006 船
碗

外:体部～口縁部ロクロナデ、
底部周縁回転ケズリ、底部露胎
内1体部～口縁部ロクロナデ、施釉

胎■OYR6/3
にぶい黄橙
釉4r024/1s
ブラウンみの

良好 肥前系 (唐津 )

747 3区 2区 SK1074 SK1006
陶器
すり鉢

小片
外コクロナデ

内ロクロナデ

石長雲赤、

微砂粒を

多く含む

外■OYR6 2
灰黄褐

内■OYR″ 3

にぶい責澄

良好
備前焼V期 、
重ね焼き痕

3区 2区 SK1074 SK1006
鰐

士霊

外 i体部ロクロナデ/ナス

底部粗いナデ、底部周縁ヘラにより

調整

内コクロナデ/一 部ユピオサエ

石長雲、

砂粒を

多く含む

外:25YR4/2

灰赤

内■OYRν 3

にぶい黄褐

良好 備前焼

749 3区 2区 SK1074 SK1006 略
壷

外 f体部ロクロナデ、

底部回転ヘラ→

'/ナ

デ

内:体部中～止ロクロナデ、

体部下ユピオサエ/ロクロナデ、

底部ユピオサエ/ナデ

石長赤、
砂粒を
多く含む

胎 :ν灰

釉:4r045/5s

赤みのブラウン
良好 備前焼

750 3区 2区 SK1074 SK1006 朧
皿

外:体部～口縁部ロクロナデ、
高台脇横方向のケズリ、
削りだし高台、畳付露胎
内ロクロナデ、体部～見込み染付け、

微細な

黒粒を

多く含む

胎■OYR3/2
灰白
釉■OYG85/1s
黄みの白

良好 肥前系

3区 2区 SK1074 SK1006
土製品
土錘

外!丁寧なナデ、ユビオサエ 石 赤
外:5YR6/4

にぶい橙 良好
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第50表 出上遺物観察表 土器・陶磁器・土製品 (23)

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
器 種

法 量 (cm)
残存 成 形 ・ 調 整 胎 土 色  調 暁F・

j 備 考
本報

=
本報告 調査時 唯

雷
酢
ｍ

都
隧

駐大ぞ
(留 )

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器
加工円盤

55 1/1 石長赤

胎:Z5Y8/2灰自
釉:6y04う/3s

グレイみの
プラウン

良好 瀬戸焼 (天目椀)

3区 2区 SK1074 SK1006
瓦

加工円盤
65

外N4/0灰
内N4/0/ 良好 平瓦の上面に煤?付 着

3区 2区 SK1074 SK1006
陶器

加工円盤
内:見込み砂目痕

胎:25Y8/1灰自

釉 3Y85/3s
うすい黄

良好

3区 2区 SK1074 SK1006 磁器
加工円盤

救細な
需粒を含む

胎:9/白

釉■OYGa5/1s
黄みの自

良好 肥前系

3区 2区 SK1074 SK1006 陶器
加工円盤

M 1■ 石片

胎25Y8/2灰 自
琴歯〔6y024/1s
ブラウンみの
グレイ

良好 瀬戸焼 (天目碗)

757 3区 2区 SK1074 M1006 陶器
加工円盤

輻
91・ 畳付砂目痕3ケ所
内:見込み砂目痕骸所

alldな

黒粒を
多く含む

胎 5Y6/1灰
釉■OYG85/1s
責みの白

良好 肥前系 (唐津)

798 3区 2区 べ力掘削 力ヽ掘脚
陶器

皿
1/4

91・ 体部ロクロナス
底部周縁横方向のケカ ,、

削り出し高台、高台内一部毎胎
内:ロクロナス 施釉、

aldな
黒粒を
少遺含む

胎:25Y7/1灰 白
釉8Y65/3s
グレイみの責

良好 肥前系 (唐津)

799 3区 2区 べ力掘削 代力掘割
磁器
皿

1/4

外:体部ロクロナス 湾Uり 出し高台、
畳付熟剥ぎ以外施釉
内:体部～底部ロクロナス 染付け、
施紬

脚 な
黒粒を含む

胎:9/白

釉2R85/1s
ビンクみの自

良好 肥前系 古伊万里(最古)

800 3区 2区 へ力掘御 力ヽ掘肖
質
鉢

瓦
火

(230)

外本部回転ナデ/ヘ ラミガキ、
日縁部回転ナデ
内:体部回転ナデ/ナス
ロ縁部回転ナデ

石長雲片
外5Y4/1灰
内石Y4/1灰

良好
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第51表 出土遺物観察表 鉄製品・スラグ(1)

載

号

掲

番

調査 区 遣 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

本報ぞ 本報告 調査時 長 さ 幅 1頭幅 厚さ

1区 1-1区 SE1001 SE1001 包丁
27.0

10.2

41

28

３

■

側

４５

刃の部分は断面三角形で先端尖る、柄の部分差込の

切込みが柄の2/3、 柄に貫通の穴が1ケ所

58 1区 12区 SK1049 SK1062 釘 頭部L字形に屈曲、先端部欠損、断面方形

1区 lワ区 SK1049 SK1062 釘 両端部欠損、断面方形

60 1区 12区 SK1049 SK1062 スラグ 742

1区 l宅区 SK1050 SK1063 釘 頭部をL字形に屈曲、断面方形

と区 l宅区 SK1051 SK1064 釘 0.35 頭部横に拡張、L字形に屈曲、先端部欠損、断面方形

1区 1-1区 SD1002 SD1002 スラグ

74 1区 1‐1区 SD1002 SD1002 スラグ

l区 1‐1区 SD1003 SD1003 刀子 頭部久損

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 釘 頭部L字形に屈曲し、横方向に拡張、断面長方形

l区 11区 SD1003 SD1003 釘 頭部やや拡張、先端部欠損、断面方形

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 釘 先端部欠損、断面長方形

l区 11区 SD1003 SD1003 釘 頭部L字形に屈曲噛 方向にやや拡張、ほぼ完形

l区 1-1区 SD1003 SD1003 釘 頭部横に拡張、先端部欠損、断面方形

1区 1-1区 SD1003 SD1003 釘 両端部久損

1411 1区 1-1区 SD1003 SD1003 釘 両端部久損

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 釘 頭部が横方向に拡張、断面四角、ほぼ完形

1区 1‐1区 SDllX13 SD1003 釘 ■5 両端部欠損

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 釘 ? 断面長方形、頭部欠損

144 1区 11区 SD1003 SD1003 釘 頭部欠損、断面ほぼ円形
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第52表 出土遺物観察表 鉄製品・スラグ(2)

風謝 調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

番号 本報告 調査時 長 さ 幅 紆頭幅 厚さ

145 l区 11区 SD1003 SDllX13 釘 頭部欠損、断面方形

l区 11区 SD1003 SD1003 釘 458 両端部欠損、断面方形

1区 1■区 SD1003 SD1003 釘 (大 ) 712 頭部L字形に屈曲した大型の釘、断面方形

l区 1‐1区 SDllX13 SD1003 釘 頭部欠損、断面方形

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 釘 胴部で折れる、頭部は横方向にやや拡張、断面長方形

l区 1‐1区 SD1003 SD1003 スラグ

1区 11区 SD1003 SD1003 スラグ 1054

1区 1-1区 SD1010 SD1010 釘 04 頭部久損、断面方形に近い

1区 1-1区 SD1010 SD1010 釘 04 断面楕円形

1区 1■ 区 SD1010 SD1010 釘 10.6 先端郡欠損、断面ほぼ円形

1区 l-1区 SD1010 SD1010 釘 断面方形

1区 1‐ 1区 SX1001 SX1001 釘 頭部L字形に屈曲、下端部欠損

234 1区 1‐ 1区 SXllXll SX1001 釘

1区 1‐ 1区 SX1001 SX1001 鉄板? 684

250 1区 1‐ 1区 SX1002 SK1008 釘 頭部L字形に屈曲、断面方形、先端部欠損

264 1区 1-1区 SX1004 SX1003 釘 頭部欠損、断面楕円形

1区 11区 SX1004 SX1003 釘 頭部久損、断面方形

1区 1‐2区 SX1006 SX1004 釘の重なり 両端部欠損

1区 1‐2区 SX1006 SX1004 釘の重なり
先端部円形に由がる、先端部は欠損、断面方形、

重さ|ま①と②の両方の重さである

292 1区 1‐2区 SX1006 SX1004 釘 頭部L字形に屈曲、先端部欠損、断面方形

-179-



第53表 出土遺物観察表 鉄製品・スラグ(3)

風謝 調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

番号 報ヽぞ 本報告 調査時 長 さ 幅 日VpR胸 厚さ

l区 1ワ 区 SX1006 SX1004 釘 上部久損、断面方形

294 l区 12区 SX1006 SX1004 スラグ 224

31Xl l区 1-1区 SP1075 SP1073 釘 先端部欠損、断面方形

304 l区 1-1区 SPllll SPl107 楔 ? 両端部欠損

307 1区 1-1区 SPl141 SPl137 釘 94 頭部久損、断面方形

1区 12区 SP1220 SP1222 スラグ 659

l区 12区 SP1226 SP1228 釘 頭部欠損、断面方形

l区 1認 区 SP1227 SP1229 スラグ 829

l区 12区 SP1251 SP1253 釘 頭部は横に拡張、断面方形

1区 1‐2区 SP1293 SP1296 スラグ

l区 1‐2区 SP1312 SP1315 釘 48 α8 ほぼ完形、頭部が九く月巴厚、先端部やや尖り気味、断面方形

326 1匝ζ 1‐2区 SP1312 SP1315 釘 下部欠損、断面方形

384 1区 1_1区 力ヽ掘却 (力掘浄 釘 ほぼ完形、先端部が尖る、断面方形

1区 1‐1区 釘 頭部欠損、断面方形

1区 1‐1区 釘 P 177 両端部久損

387 1区 1-1区 撹乱10 撹乱10 工具? 1■7 吊り金具?

388 1区 1-1区 境乱14 撹乱14 鋤先 9И 409

2区 3‐1区 SK1070 SK1013 釘 OИ 頭部拡張、断面方形

548 2区 3‐1区 SD1017 SD1001 釘 頭部拡張、全体に細長い、ほぼ完形

549 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 釘 頭部やや拡張、胴部～先端部欠損、断面方形
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第54表 出土遺物観察表 鉄製品・スラグ(4)

局載 調査 区 遺 構 香 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

番号 本報告 調査時 長さ 幅 丁頭嘘 厚さ

2区 3-1区 SD1017 SD1001 釘 頭部拡張、断面方形、頭部の大きい短い釘

2区 3‐1区 SD1017 SD1001 釘 頭部拡張、先端部欠損、断面方形

552 2区 }1区 SD1017 SD1001 釘 頭部力乳字形に屈曲し大きく平たい釘、断面長方形

2区 〕‐1区 SD1017 SDllllll 釘 P 頭部欠損、先端部尖る、断面方形

554 2区 }1区 SD1017 SD1001 釘 頭部やや拡張、先端部欠損、断面方形

2区 〕‐1区 SD1017 SD1001 釘 頭部やや拡張、先端部欠損、断面方形、大ぶりな釘

2区 3‐1区 SD1017 SD1001 釘 頭部欠損、断面方形

557 2区 〕‐1区 SD1017 SD1001 釘 頭部L字形に屈曲、断面方形、ほぼ完形

2区 }1区 SD1017 SD1001 釘 頭部拡張、先端郡久損、断面方形

2区 〕1区 SD1017 SD1001 釘 ■9 頭部拡張し、断面方形、太く短い、先端部久損

2区 }1区 SD1017 SD1001 刀子 24 4■ 0 先端部欠損、刃先は九みを持つ、切先断片

2区 31区 SD1017 SD1001 スラグ

562 2区 〕-1区 SD1017 SD1001 スラグ 1093

2区 l区 SD1017 SD1001 不明

2区 1区 SD1017 SD1001 鉄製品 ドーナツ形状の鉄製品

565 2区 〕1区 SD1017 SD1001 , 断面長方形、用途不明

2区 〕-1区 SD1018 SD1002 釘 頭部欠損、断面方形

2区 3‐ 1区 SD1018 SDllll12 針金? 34 断面円形、両端欠損

2区 〕宅区 SD1025 SD1008 スラグ 483

2区 3‐2区 SD1025 SD1008 釘 断面方形
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第55表 出土遺物観察表 鉄製品・スラグ(5)

載

号

掲

番

調 査 区 遣 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

本報告 調査時 長さ 幅 厚さ

625 2区 3‐ 2透至 SD1025 SD1008 釘 両端部欠損、断面方形

2区 3‐2区 SD1025 SD1008 釘 頭部拡張、断面方形、先端部尖る、完形

2区 3‐2区 SD1026 SD1007 刀子

678 2区 3‐2区 SD1026 SD1007 釘 1■1 頭部L字形に屈曲、断面長方形で平たく大型の釘

2区 3‐ 2透こ SD1026 SDlCll17 釘 両端部欠損、断面長方形で平たい

2区 3‐ 2透こ SD1026 SD1007 針 金 断面円形頭部久損

2区 3‐ 2D至 SD1026 SD1007 鐘 ? 断面方形、L字に曲力ちている

2区 3‐2区 SX1007 SX1001 釘 11 断面円形

2区 32区 SX1007 SX1001 釘 lB 頭部拡張、断面方形で短い

2区 3‐2区 SX1007 SX1001 釘 頭部わずかにL字形、断面方形、先端部欠損

2区 3ワ区 SX1007 SX1001 釘 頭部やや拡張し長い、断面方形で短い

2区 3-1区 SP1456 SP1022 釘 頭部L宇形に屈曲、先端部欠損

2区 11区 SP1465 SP1031 釘
頭部L字形に屈曲、断面長方形で平たく幅広い、先端部欠損、

木質残存

2区 卜1区 SP1510 SP1058 釘 頭部L字状に屈曲し、断面方形

2区 〕‐1区 SP1512 SP1056 切羽 40 完形に近い

2区 〕‐1区 入力掘削入力掘削 釘 頭部拡張、先端部久損、断面円形に近い

791 3区 2区 SK1074 SK1006 釘 頭部横に拡張、ほぼ完形

3区 2区 SK1074 SK1006 釘 頭部横に拡張、先端部欠損、断面方形

3区 2区 SK1074 SK1006 釘 頭部L字形に屈曲、先端部欠損、断面方形

3区 2区 SK1074 SK1006 釘 頭部久損、先端部尖る、断面方形
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第56表 出土遺物観察表 鉄製品・スラグ(6)

調 査 区 遺 構 香 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考番号 卜報と 周査臨 本報告 調査時 長さ 幅 ∬頭蠣 厚さ

796 3区 2区 SK1077 SK1002 釘 頭部横に拡張、先端部欠損、断面方形

3区 2区 SP1570 SP1008 スラグ

3区 2区 入力 入力 刀子 両端部欠損、刃先はやや九みを持つ

802 3区 2区 人力掘削 べ力掘削 釘 ■9 頭部は横に拡張、ほぼ完形、先端部尖る、断面円形

3区 2区 力ヽ掘削 入〕町IIR音 I 鋲線? 名称、用途不明

804 3区 2区 力ヽ掘凱 (力掘削 鉄製品 ドーナツ型の鉄製品、名称用途不明

第57表 出土遺物観察表 銅製品

掲載
番号

調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

ド報ぞ 本報告 調査時 長 さ 幅 厚さ

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 サジ状銅製品 (139) (15) 大きいさじと小さいさじが両サイドに有る

1区 1■ 区 SD1003 SD1003 六花鏡片
最小119

最大m7
規託/1ヽ 02

最大03

接合しない2片あり、残存率は約1/3、

鏡背面に一部金銅張が残存

1区 ll区 SP1079 SP1075 針状銅製品 先端部は細く尖る

675 2区 3つ区 SD1026 SD1007 鈴 (29) 型作りP

789 3区 2区 SK1074 SK1006 銅製品 (69)
1/2-

1/3コ皿
572 口縁下、体部に雷文帝

790 3区 2区 SK1074 SK1006 鋼製容器
(小つIF)

猛5
1/3Hul

ほど
424 中央の突起物は内部で止まる。ほぼ完形

第58表 出土遺物観察表 銭貨

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 種  類

本報告 調査時 本報告 調査時 法量L 法量W 法量H

5 1区 1-l区 SPll14 SPll10 銅銭 天聖元費

1区 1-1区 SD1002 SD1002 銅銭 皇朱通賓

1区 1-1区 SD1003 SD1003 銅銭 寛永通費

2区 3-1区 SD1017 SD1001 銅銭 寛永通費、裏に「文」の字。
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掲載 調査 区 遺 構 香 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 種  類

番号 本報告 調査時 本報告 調査時 法量L 法量W 法量H

620 2区 3-2区 SD1025 SD1008 銅銭 寛永通費

682 2区 3-2区 SD1026 SD1007 銅銭 寛永通費

699 2区 3-2区 SX1007 SX1001 銅銭 寛永通費

795 3区 2区 SK1074 SK1006 銅銭 OOO費

2区 3-1区 SD1017 SD1001 鋼銭 (40) 北未銭「元○○賓」

第59表 出上遺物観察表 キセル

局

番

調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

本報告 調査時 本報告 調査時 長さ 幅 厚 さ

1区 1‐2区 SE1002 SE1002 キセル キセルの吸い口、両端部欠損。

l区 1‐ 1区 SD1003 SD1003 キセル キセルの吸い口

l区 1-1区 SD1003 SD1003 キセル キセルの吸い口

2区 3-1区 SD1017 SD1001 キセル 11 キセルの吸い口だが、大部分破損

2区 3■ 区 SD1017 SD1001 キセル キセルの吸い口

2区 31区 SD1017 SDllllll キセル 43 キセルの先端部

570 2区 31区 SD1017 SD1001 キセル キセルの先端部。状態はよくない

707 2区 3‐1区 SP1465 SP1031 キセル キセルの吸い日だが吸い口側が欠損

805 3区 2区 力ヽ掘削 キセル キセルの先端だが、状態はよくない

第60表 出土遺物観察表 鉛

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

本報告 調査時 本報告 調査時 長 さ 幅 厚 さ

2区 3‐1区 SD1017 SD1001 取っ手? 187

2区 認 区 SX1007 SX1001 鉛弾 外面白色
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第61表 出土遺物観察表 石製品 (1)

載

号

渇

番

調査 区 遺 構 番 号
種類・材質 名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

本報告 調査時 本報告 調査時 長さ 幅 厚さ

1区 11区 SP1081 SP1077 砂岩 敲石 128

l区 1-1区 SE1001 SE1001 砂岩 石臼 (18.8) 井戸枠の石組に使用、底面・すり目・上面煤付着

1区 11区 SD1003 SDllll13 凝灰岩 砥石 (280)

l区 1-1区 SD1003 SD1003 凝灰岩 砥石 320 三面を砥石として使用

154 1区 11区 SD1003 SD1003 花前岩 加工品 315 15500 五輪塔の一部

l区 1‐1区 SDllX13 SD1003 花蘭岩 加工品 (341) (158) 外面の側面に煤付着

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 蛇紋岩 碁石 完形

l区 11区 SD1012 SD1012 粘板岩 碁石 製

l区 1‐2区 SX1006 SX1004 泥岩 砥石

l区 11区 SPl120 SPll16 泥岩 硯 1900 砥石として再利用、下部久損

306 l区 1‐ 1区 SP1127 SPl123 泥岩 砥石

l区 1‐2区 SP1206 SP1208 粘板岩 碁石

1区 19区 SP1338 SP1341 粘板岩 碁石 完形 (黒石)

334 1区 1ワ区 SP1362 SP1364 砂岩 敲石 34 150Ю 両端に敲き痕あり

1区 と2区 SP1424 SP1426 粘板岩 碁石 ■7

572 2区 31区 SD1017 SD1001 粘板岩 硯 使用痕あり

573 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 凝灰岩 隔 (73) 100.0 他の三面も砥面として使用

574 2区 3-1区 SD1017 SD1001 泥質片岩 砥石 70 559 他の三面も砥面として使用、裏面上部欠損

2区 3-1区 SD1017 SD1001 凝灰岩? 砥石 (■9) 両側面も祇面として使用

2区 3‐1区 SD1017 SD1001 泥質片岩 砥石 裏面も砥面として使用
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第62表 出土遺物観察表 石製品 (2)

コ鞘

ロ
ラ

調査 区 遺 構 番 号
種類・材質 名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

本報告 調査時 本報告 調査時 長 さ 幅 厚さ

577 2区 3-1区 SD1017 SD1001 砂岩 砥石 表裏共に砥面として使用痕あり、一部コゲ付着

578 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 砂岩 砥石 2800 完形、表裏面共に砥面

579 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 礫岩 砥石 使用痕あり

580 2区 3‐ 1区 SD1017 SDllll11 粘板岩 碁石 完形 (黒色)

2区 3‐1区 SD1017 SDllXll 石英 碁石 完形 (白色)

582 2区 3‐ 1区 SD1017 SDllXll 石英 碁石

583 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 花蘭岩 石臼 (16_1) (1■4) 7090

584 2区 31区 SD1017 SD1001 花蘭岩 石碁? 8200 五輪塔の火輪

585 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 花蘭岩 砥石 (255) (222) (179) (1600)

2区 3‐1区 SD1018 SD1002 砂岩 砥 石 赤色は熱を))て酸化のため

2区 32区 SD1025 SD1008 砂岩 砥石 (70) 他に左側面も砥面として使用

2区 3‐2区 SD1025 SD1008 泥岩 砥石 (57) (58) 他三面の砥面として使用

688 2区 3鬱区 SD1026 SD1007 砂岩 碁石 1140 砥目が上下に規則正しく残る

2区 3つ区 SD1026 SD1007 砂岩 碁石 完形

2区 32区 SD1026 SD1007 石 英 砥石 完形

2区 31区 凝灰岩 おはじき? 他の三面も砥面として使用

2区 伊1区 砂岩 碁石 完形、全面磨かれている

725 2区 3-1区 石英 砥 石 46 完形、白石

726 2区 3‐ 1区 砂岩 硯 880.0 裏面も砥面に使用

758 3区 2区 SK1074 SK1006 泥質片岩 (5,7) (299) 使用痕あり
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第63表 出土遺物観察表 石製品 (3)

第64表 出土遺物観察表 木製品 (1)

掲載 調 査 区 遺 構 番 号
種類・材質 名 称

法 量 (cm)
重さ(g) 備 考

番号 本報告 調査時 本報告 調査時 長 さ 幅 厚さ

3区 2区 SK1074 SK1006 泥岩 砥 石

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 番 号
分 類 名 称

法量 (cm) 特徴 1

(残部に関する情報 )

特徴2
(形状に関する情報)

表面の

状態
木 取

本報告 調査時 本報告 調査時 長 さ 幅 厚 さ

l区 孔1区 SE1001 SE1001 容器 底板 Q誘 )

釘穴あり、
表面の周縁部面取り、
木釘が折れて底板の中に残存 板 目

1区 1‐2区 SE1002 SE1002 食事具 漆器椀 (121)

復元径底径67cm、 ふやけて崩れそうで
ある

内面全体漆

やや粗い 横木
取り

1区 12区 SE1002 SE1002 木簡 木簡 13

両面に基書

滑らか 板目

40 1区 12区 SE1002 SE1002 容器 桶 (11.2) (102)

底板力認2cm上力ち た所に付く

滑らか 柾 目

1区 lワ区 SE1002 SE1002 容器
物
板

曲
底

(102)

円周の1/6残存、
木釘を側面中央より中心に向かって1本、

底板から内面へ斜めに1本 滑らか 板 目

42 1区 12区 SE1002 SE1002 食事具 箸

上端部欠損 七角形に肖1っている

やや滑らか 辺打

1区 1つ 区 SE1002 SE1002 食事具 箸

上端部欠損 四角形に削っている

やや滑らか 辺材

44 1区 12区 SE1002 SE1002 食事具 箸

完形 七角形に肖」っている

滑らか 辺材

l区 1‐2区 SE1002 SE1002 食事具 箸

下端部欠損 五角形 1こ削っている

滑らか 辺材

l区 1‐2区 SE1002 SE1002 食事具 箸

完形、上端部斜めに肖」っている 六角形に削つている

滑らか 辺材

65 1区 1‐ 1区 SD100] SD1001 祭祀具 斎串 (169) やや滑らか 柾 目

1区 1‐ 1区 SD1003 SD1003 容器
物
板

曲
側

(142)

側板内面にけびき5本あり

滑らか 柾 目

1区 1■ 区 SD1003 SD1003 容器
の
板

桶
底

復元径如ねmm、 中心より1/2欠 損

やや粗い 板 目

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 食事具 箸

下部欠損 上端部横方向に6本の刻み

滑らか 辺材

160 1区 11区 SD1003 SD1003 文具 題箋軸 (317)

上下端部共に欠損

滑らか 辺材

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 文具 題箋軸 (125)

上下端部欠損 中央に直径3cm前 後の穴

滑らか 辺材

162 1区 1-1区 SD1003 SD1003 雑具 鉤

中央に直径3cm前後の穴

やや滑らか 柾 目
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第65表 出土遺物観察表 木製品 (2)

頚馴

ロ
ラ

掲

番

調 査 区 遺 構 番 号
分 類 名 称

法量 (cm) 特徴 1

(残部に関する情報 )

特徴2
(形状に関する情報)

表面の

状態
木 取

本報告 調査時 本報告 調査時 長 さ 幅 享さ

1区 1‐1区 SD1003 SD1003 服飾具 不明

上部欠損 下部穿孔 lヶ所あり

やや粗い 柾 目

1区 1-1区 SD1003 SD1003 部材 調度品P 11

上端部欠損、炭イヒ 穿孔がlヶ所

やや粗い 板 目

165 1区 1■区 SD1003 SD1003 木衛? 木簡?

ほぼ完形 上下端部中央にV字型に切り込み、
中央に釘穴

柾 目

1区 1‐1区 SD1003 SDllX13 部材 調度品P

欠損部少なく、丁寧な加工が施さオ勇 。 釘穴3方向からあり、該所舞存

丁寧な加工 板 目

167 1区 1‐ 1区 SD1003 SD1003 部材 調度品P

左端部欠損 中央に凹面あり、
両サイド1こ穴あり

やや滑らカ 板 目

1区 1‐ 1区 SD1003 SD1003 部材 詞度品?

釘穴5カ所あり、内Iケ所に釘残存

滑らか 板 目

1区 11区 SD1003 SD1003 部材 詞度品 ll

右端釘欠と思われる藻跡が2ヶ所、他にも
″所あり

板 目

170 l区 1‐ 1区 SD1003 SD1003 部材 板材 (24,0) (“ )

上下端部欠損

やや滑らか 板 目

1区 1-1区 SD1003 SD1003 部材 測度品P

lヶ所釘孔あり(貫 通)、 表面墨痕と使用
痕の傷見られる

イキている部分は加工されている

やや滑らか 板目?

1区 1■ 区 SD1003 SD1003 部材 調度品?

ほは全体イキている、釘穴3カ 所 (1ケ所の
み貫通)

滑らか 板 目

l区 1‐1区 SD1003 SD1003 雑具 鏡立て? 側

一部欠損力ち る力ヽ ほぼ完形

滑らか 板日

1区 1‐2区 SX1006 SX1004 容器
形
物

円

山

側板器高8 2cm、 曲物厚み02cm、 内面
lm 211aか ら05dB間 隔の縦方向の切れ目
あり、ケドキ 滑らか 板目

1区 19区 SX1006 SX1004 容器

形
物
板

円
曲
底

Ⅳ

完形

やや滑らか 柾目

1区 1‐2区 SX1006 SX1004 谷 器
物
板

曲
底

(附 )

復元径■9cm 側面に木釘あり、右側1/3欠 損、側板によ
る欠損あり

滑らか 紅 目

3区 2区 SK1074 SK1006 容 器
円形曲物
1側板底板|

(%3) (%7)

復元径24 3cm、 木釘4ケ所、底板完形、
側坂 1ま441の 1/2欠 損、残存部も部分的
に欠損

器高3つcm

滑らか 板目?

586 2区 3‐1区 SD1017 SD1001 食事具 漆器椀 Q30)

内面黒漆の上に赤漆を塗り黒漆で絵付
けする、外面黒漆の上に赤漆を塗布、高
台内は塗布なし 滑らか 絲

脚

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 食事具 漆器皿

復元径13 0cm

滑らか 赫
卿

588 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 食事具 漆器椀 (酪 )

器力おろく左右がゆがんでいる 内面黒漆の上に赤漆で仕上1大

赤漆一部剥離、
外面黒漆、
底部外面家紋らしきものが刻まれる

やや滑らか 膝
勒

589 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 食事具 漆器椀

復元径12 4cm、 内面漆力剖 離し椀が削
れている、高台内に紋らしきものあり

内面黒漆の上に赤漆で仕上!ス

外面黒漆
滑らか 絲

卿

2区 31区 SD1017 SD1001 食事具 漆器椀

復元径16 2cm 復元径162cm

滑らか 跡
勒
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第66表 出土遺物観察表 木製品 (3)

掲載
番号

調 査 区 遺 構 番 号
分 類 名 称

法量 (cm) 特徴 1

(残部に関する情報)

特徴2

(形状に関する情報 )

表面の

状態
木 取

本報告 調査時 本報告 調査時 長さ 幅 厚さ

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 食事具 漆器椀 (146)

高台、日縁部欠損、全体的に漆が剥離 内面外面とも黒漆を塗り赤漆で社上lyt
いる、
底部外面には家紋らしきものが見られる 滑らか 跡

卿

592 2区 3-1区 SD1017 SD1001 食事具 漆器椀 (如 )

反転復元 やや高めの高台、
内面黒漆、
外面黒漆、
底部外面に黒漆のち「上?Jと赤色で記す

滑らか 横木
取り

593 2区 3‐1区 SD1017 SD1001 祭祀具 木簡

穴力望ケ所あり、
内lヶ所は外形に向けて割れている

滑らか 板日

2区 3‐1区 SD1017 SD1001 食事具 箸 224

下端部欠損

滑らか 辺材

2区 31区 SD1017 SD1001 食事具 しゃもじ 腑

先縁は半円形、
しゃもじの裏側に「天下一Jの墨書あり

滑らか 柾目

2区 3-1区 SD1017 SD1001 不明
ヘラの

ようなものP

0門) 10J3 11

下端部右側欠損、2つのものは接点がな
いが同一国体である

滑らか 柾 目

2区 }1区 SD1017 SD1001 農具 平鍬 267

表面下端部の一部が欠損、ほぼ完形 柘を差し込む穴がある

やや滑らか 板 目

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 用途
不明

不明 (143)

下部欠損 釘穴6ケ 所あり、上部の釘穴は貫通して
いる

やや粗い 板 目

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 部材 部材 (1&0)

上端部下部久損 貫通している釘穴修所あり

滑らか 板 目

61Xl 2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 不明 不明

ほは完形

やや滑らか 柾 目

601 2区 }1区 SD1017 SD1001 農具 木錘?

樹皮あり

やや滑らか 芯持材

2区 3‐ 1区 SD1017 SD1001 服飾具 下駄 m

右側の側面が欠損 左足用の下駄と思われる

滑らか 板 目

603 2区 3‐ 1区 SD1017 SDllXll 服飾具 下 駄

右足用の下駄と思わ,ち、
算緒の穴以外に3カ所の穴がある

滑らか 板 目

6114 2区 3■区 SD1017 SD1001 服飾具 下駄

下部欠損 右足用、穿孔 lヶ所

やや滑らか 板目

605 2区 3‐1区 SD1017 SD1001 服飾具 下駄
"

左側に欠損 右足用の下駄と思われる、
長方形

滑らか 板目

2区 3‐2区 SD1026 SD1007 部材 部材 やや滑らか 板目

703 2区 31区 SP1456 SP1022 部材 柱

底部の一部のみイキている

磨滅 堅木

3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 漆器椀 129

外形に歪みがある 黒漆を塗り、赤漆で仕上げた、
のち黒漆で3ケ所に紋を入れている

滑らか
横木
耳えり

3区 2区 SK1074 SKllll16 食事具 漆器椀 (127)

高台1/2は欠損 内面黒漆の上に赤漆を塗り仕上 1)る

粗い 横木
取り

762 3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 漆勧 〔110〕 弼

目径Iα8cm、 底務 ねcm、 共に反転復元 外形に歪み、
内面黒漆をの上から赤漆で社上げ、

外面黒漆 滑らか
横木
取り
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第67表 出土遺物観察表 木製品 (4)

載

号

掲

香

調 査 区 遺 構 番 号
分 類 名 称

法量 (cm) 特徴1

(残部に関する情報)

特徴2
(形状に関する情報)

表面の

状態
木 取

本報告 調査時 本報告 調査時 長さ 幅 厚さ

763 3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 漆納 (122)

口径12 2cm(反 転復元 )、 底笛 ユcm 内面黒漆を塗ってから赤漆で仕上げた、
外面黒漆

滑らか 横木
T■ り

764 3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 箸 弼

多角形に肖Jろうとしている

滑らか 辺材

3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 箸 帽

多角形に削ろうとしている

滑らか 辺材

766 3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 箸 262

多角形に削ろうとしている

滑らか 辺材

3区 2区 SK1074 SK1006 食事具 箸 腑

六角形に近い形

やや滑らか 柾 目

3区 2区 SK1074 SK1006 部材 部材? 3117

完形 両面とも無数の刃物痕あり、
上部左右に切り込みあり

滑らか

770 3区 2区 SK1074 SK1006 部材 凋度品?

中央に四角形の穴、
右側側面に2ヶ所、左側側面に2ヶ所、
上下共にlヶ所ずつ、F16ケ 所の釘穴あり やや滑らか 板 目

3区 2区 SK1074 SK1006 部材 調度品? 2軸

下部欠損 上下2ヵ所釘穴あり、
上端より1 5cmの所から上端部にかけて
斜めに肖Jる 滑らか 辺材

3区 2区 SK1074 SK1006 部材 部材

完形 右側面上部に釘力認ヶ所残る

滑らか 柾目

η 3 3区 2区 SK1074 SKlllt16 都材 部材 弼

完形 上部2ケ所切り込みあり

滑らか 板 目

3区 2区 SK1074 SK1006 部材 調度品? (167)

上端部欠損、下端部のケズリは下部先
端を尖らせるように画面を削る、先端部は
さらに斜めに削る

釘穴力泊側側面に疹所、
左側側面にlヶ所あり

やや滑らか 板 目

775 3区 2区 SK1074 SK1006 部材 調度品?

下端部一部欠損 下端部の裏面にlcmほどのホ

'モ
にって

ヤヽる
滑らか 板 目

776 3区 2区 SK1074 SK1006 部材 調度品P
と、61)
下、1401

剛

刻み:上部(右側坊所左側2ヶ所)、

下部(右側笏所左側lヶ所)あ り
やや滑らか 柾 目

3区 2区 SK1074 SK1006 祭祀具 斎串 (133)

上端左右欠損のためはっきりしなた形が
わからない

やや滑らか 紅 目

3区 2区 SK1074 SK1006 部材 詞度品?

"4

中央に木釘あり

やや滑らか 柾 目

779 3区 2区 SK1074 SKllll16 服師具 下駄 1躍

右側の下駄と思われる

滑らか 板 目

780 3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡

完 形 上端部に剪り込み、
片面に墨書あり

滑らか 柾 目

3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡 (176)

上端部欠損、上部表面力剤 離、側面はイ
■ている

滑らか 辺材

3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡

下端部欠損 片面に基書あり

やや滑らか 板 目

783 3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡

上下端部欠損 片面に曇書らしきものあり

滑らか 板 目
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第68表 出土遺物観察表 木製品 (5)

第69表 出土遺物観察表 骨製品

載

号

掲

番

調査 区 遺 構 香 号
分 類 名 称

法量 (cm) 特徴 1

(残部に関する情報)

特徴2

(形状に関する情報)

表面の

状態
木 取

本報告 調査時 本報告 調査時 長さ 幅 軍さ

784 3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡

左右、上部久損

やや滑らか 板 目

785 3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡

両面に墨書あり

滑らか 板 目

786 3区 2区 SK1074 SK1006 木簡 木簡 (112)

下端部欠損 片面に墨書あり

滑らか 板 目

3区 2区 SK1074 SKllX16 木簡 木簡 (ω )

下部欠損 両面に墨書あり

やや滑らか 板 目

788 3区 2区 SK1074 SK1006 雑具 かこヤ

断面図は土付着のため実測できず 網代縞、3本とび

掲載
番号

調査 区 遺 構 番 号
名 称

法 量 (cm)
重さ(g) その他 部 位 加 工 痕 等

本報告 調査時 本報告 調査時 長 さ 幅 厚 さ

606 2区 31区 SD1017 SD1001 箸 不 明

607 2区 3-1区 SD1017 SD1001 128 牛の頚骨(左中間部分)

加工痕(のこぎり痕)、

さいころを作るためか?

676 2区 3ワ区 SD1026 SD1007 櫛
Ｈ
山

ｇ
鯉
晒

不明 骨の櫛に銅製品の飾りつき
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図版 1

1区 調査前風景

募
拝講雑警

1区 人力掘削のようす
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図版 2

1区 北側完掘状況 (北 から)

_1議

1区 南側完掘状況 (北 から)
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図版 3

SE1001
断面図 (東 から)
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図版 4

SE1002
井戸 断面図 (北 から)

(北 から)
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貝出土状況 (上 から)
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図版 5

SE1003 井戸枠  断面図 (北から)

SE1003 井戸枠 検出状況 (北 から)
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図版 6
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SD1003
遺物出土状況 (西 から)
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土層断面図 (西 から)
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図版 7

SX1002 遺構検出状況 (南 から)

SXl
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図版 8

磯

SX1004 遺物出土状況 (東 から)
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図版 9

1区
壁面上層・北壁 (南 から)

1区
壁面土層東壁 (西 から)

1区
壁面土層西壁 (東 から)
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図版 10
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図版 11
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2区 西側完掘状況 (西から)
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図版 12

SA1003
完掘状況 (東 から)

SD1017
遺物出土状況 (人形 )
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図版 13

SD10‖ 8 土層断面図 (南 から)

SP1456 柱根検出状況
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図版 14
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SD1026
土層断面図 (南 から)
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図版 15

2区 壁面土層 。北壁 (南 から)

2区 壁面土層・南壁 (北 から)
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図版 16

3区
完掘状況 (東 から)

SK1074
土層断面図 (東 から)
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図版 17

1区 SP1081 出土遺物

1区 SE1001 出土遺物

1区 SE1002 出土遺物

1区 SK1005 出土遺物
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1区 SD1002 出土遺物

1区 SD1003 出土遺物

182

SD1010
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図版 18
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図版 19

1区 SX1001 出土遺物

247

1区 SX1002 出土遺物

265

1区 SX1003 出土遺物

262

1区 SX1004
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図版 21
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図版 22
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図版 23
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図版 24
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図版 25

2区 SD1018 出土遺物
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2区 SD1026 出土遺物
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図版 27
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図版28
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2004.12.1～

2005.3.31

2005.4,1～

2005.6.30

2,383∬
阿南警察署庁舎

改築工事

所収遺跡名 種 別 主 な 年 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

トノ町 遺 跡 集 落

鎌倉時代

室町時代

江戸時代

掘立柱建物跡

井戸

土坑

溝

不明遺構

柱穴・小穴

土師質土器

陶磁器 (肥前系、備前、京焼、

瀬戸美濃、中国 )

瓦質土器

金属・銭貨

石製品

木製品

要

　

　

約

桑野川南岸の沖積地上に立地する、中世から近世にかけての複合遺跡。富岡の町は、中世には荘 園

牛牧庄として開発が始まり、近世には富岡城 (牛 岐城)が築かれ郷町として南部の中心として発展した。

検出された遺構は、鎌倉時代・室町時代。江戸時代の掘立柱建物や水路などであり、近世の絵図に表現

された土地利用とは異なる様子が確認された。
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